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成 吉思汗 二十 

七 歳 

カツ サル ジンギスカン 

合 撒 児 成吉思 汗の 弟 二 

歳 

リ このえた いちょう 

里 四天王の 一人、 近衛 隊長 三十 歳 

長老、 四天王の 一 人 六十 歳 

忽必来 参謀長、 四天王の 一人 

スブ タイ せんとう しちょう 

速不台 箭筒 士長、 四天王の 一 人 



合力 札 

爾ル 木 

合力 合 



ジ エル メ しゅめの かみ 

者勒瑪 主馬 頭 

巴 剌帖木 成吉思 汗の 小姓 十四 歳 

オング ル せむし ジンギスカン ペット 

汪克児 偃 僂の 道化 役、 成吉思 汗の 愛玩 三十 歳 

位 

箭 筒士、 侍衛、 番士、 哨兵、 その他 軍卒 多勢、 軍楽 

隊 など。 

ジャダ ラン ぞく はんこう 

札 荅蘭族 藩 公 三十 歳 

姫 札 木 合の 室 二十歳 

台 察 児 札 木 合の 弟 二十 八 

歳 

札荅蘭 族の 参謀、 合爾合 姫の 侍女、 伝令、 支那 (金 



の 国) の 交易 商、 その 従者、 花 剌子模 国の 回々 教伝 

ジャダ ラン 

道師、 札 苔 蘭 城下の 避難民 男女、 その他 城兵 多勢。 

時代 

ね つちみ かど てんのう 

蒙古の いわゆる 鼠の 年。 わが 土 御門 天皇の 元久 元年 _ 

第一 幕 第一 場 

オル n ン こうあい さんみゃく 

斡児桓 河に 沿い、 抗愛 山脈に 分け入らん とす 

る 麓。 納忽の 断崖と 称する 要害の 地に 築かれた 

ジャダ ラン さんさい 

る 札荅蘭 族の 山寨。 石 を 積みて、 絶壁の 上に 張 



曰昏 し。 

真っ赤な 空の 下、 揉み合う 軍兵の 呶号、 軍馬の 

ハ ランガ かぶらや 

悲鳴、 銅鑼の 音、 鏑矢の 響き、 城寨 より 撥ね 出 

いしつる ベ 

す 石 釣瓶な ど、 騒然たる 合戦の 物音に て 幕 あく。 

しばらく 舞台 無人。 城の 他の 部分で 攻防戦の 

たけな わ ものみ 

酣 なる 模様。 下手 は 断崖に つづける 望楼の 端、 

一個 処、 わずかに 石 を 伝わって 昇降す る 口が あ 

る。 上手の 扉から 金の 国 (支那) の 商人が 従者 

を 伴れ て、 這うよう に 出て 来る。 両人と も 連日 

の 空腹に よろめき、 今日の 猛襲に 恐怖 昏迷して 



るの は、 まるで 赤子の 手 を 捻る ような 摑み 取り だ。 

馬鹿 儲けに 調子 づ いて、 ついこの 奥地まで 踏み込ん 

だと ころが —— 

従者 (主人 を 助け 歩かせて、 こわごわ 下手の 堡塁の 

カラ コル ム ジ ンギス カン 

ほう へ 近づき) 思いがけなく 和 林 の 成 吉思汗 様が、 

あの、 (と、 はるかなる 抗愛 山脈 を 指さし) 山の 向う 

の 乃 蛮 国 をお 攻めになる ことにな つて、 その 進路に 

ジャダ ラン 

当る この 札 荅蘭域 を 併せ 従えようと、 いや、 えらい 

戦争に なりました もので。 

下の 砂漠から この 望楼へ も、 一二 本 矢が 飛んで 

来る。 二人 は あわてふためいて、 石畳に 身 を 伏 



せる。 同じく 上手の 扉から、 花 剌子模 国より 蒙 

古 教化に 派遣され ている 回々 教 僧侶、 よろ ぼい 

いず。 

僧侶 おお、 ここ も 矢が 来る のか。 こうな つて はいよ 

いよこの 城 も、 今日が 落城に 相違ない。 おう、 金の 

商人 殿、 お 互い とんだ 災難に 捲き 込まれた ものです 

な あ。 

雄叫びの 音、 弓矢の 唸りい つそう 迫る。 

商人 (生きた 心 もな く) 今 も それ を 話し合つ ていた 

ところです。 成 吉思汗 さまが、 乃 蛮 征伐の 途中、 こ 

の 札 荅蘭城 を 攻めて、 札荅 蘭の 札 木 合 様が 此 城へ 籠 



ジャム 力 タイ チャル 

城主 札 木 合の 弟 台 察 児、 半弓 を 引つ 提げて、 出 

て 来る。 武士 三 四 人つ き 従う。 すべて 城 方の 参 

謀、 兵士ら は、 空腹と 疲労に 生色な く、 軍衣 は 

あたま 

破れ、 あるいは 頭部に、 あるいは 腕に 繃帯し、 

血が 滲んで いるな ど、 悪戦苦闘の 跡 著し。 

タイ チャル ジ ンギス カン ナイ マン 

台 察 児 何 だ、 成吉思 汗の 小童め！ 乃 蛮 を 攻める 血 

ジャダ ラン ジャダ ラン 

祭りに、 わが 札 荅蘭城 を 屠ろうと しても、 札荅 蘭に 

ジャム 力 タイ チャル 

藩主 札 木 合、 その 弟、 この 台 察 児の あるかぎ リは、 

めったに この 城 を 渡し はしない ぞ。 (頭上の 種族 旗 

ジャダ ラン 

を 振り仰いで) この 名誉 ある 札荅蘭 族の 旗に 対して 

も、 誰が、 誰が 成吉思 汗な どに 降参す る もの か。 お 



い、 どうしたの だ、 ここ は 備えが 手薄で はない か。 

下手、 要塞の 端れ へ走リ 行く 時、 僧侶ら 三人 を 

認めて、 

タイ チャル 

台 察 児 こらつ、 邪魔 だつ！ 一人で も 口 を 減らした 

い 籠城に、 何の 役に も 立たぬ 他国の 坊主 や 町人が 逃 

げ 込んで —— うむ、 そうだ、 貴様ら を 殺して 肉 を 食 

えば、 もう 一 一 三日 城 を 持ち こたえる ことができよう- 

愚民 を 騙 かして 坐 食して おる 坊主と 商人、 どっち 

も 肉の 柔 いこと だろう。 臆病者め、 そこ 退けつ！ 

城 寨に龃 け 寄り、 堡塁の 陰に 身 を 潜めて、 銃眼 

よりし きりに 矢 を 射 落す。 武士 三 四 人 も それ ぞ 



れ 銃眼から 射る。 合戦の 物音 寸時 も 止まず。 僧 

侶ら 三人 城 中へ 逃げ込もう とすると、 同じく 城 

内から 城下の 避難民 多勢、 農夫、 牧民、 老若 男 

女、 雪崩 を 打って 逃げ出て 来る。 赤子 を 抱いた 

女、 孫の手 を 引く 老人な ど。 同時に、 包囲 軍 か 

らの 矢、 おびただし くこの 望楼に 飛来して、 避 

かた おのの 

難民ら 口々 に 絶叫し、 一 隅に 集まって 顫え 戦く。 

タイ チャル 

台 察 児 畜生、 集中 射撃 だな。 (振り返って) また ここ 

まで 騒ぎ立てて 来た か。 手兵 は 足らず、 食糧 は 乏し 

い 城に、 城下の 者まで 逃げ こんで、 この 上の 足 手 纏 

いはない。 



避難民 中の 女 (嬰児 を 庇いながら 狂的に) 御城 主の 

弟 様、 軍 はどうな るで ございましよう。 私 ども はも 

う、 好 皮 子 一 つ 口にせず、 敵に 殺される より 先に、 

飢え死にし そうで) J ざいます。 

タイ チャル 

同じく 老人 (半狂乱に 手 を 合わせて) 台 察 児 さま、 

ど う か 部落民 を 助け ると 思 召して、 城 をお 開き 下さ 

り ませ。 悪魔の ような 成吉思 汗の 軍勢と て、 よも や 

老人 子供に 害 は 加えますまい。 

タイ チャル 

台 察 児 ええい、 言うな！ 穀潰しめ！ 言う に 事 を 

タイ チャル 

欠いて、 この 台 察 児に 向って 降伏 をす すめる と は 何 

ごと だ。 どうせ 食い物の 足らぬ 折 柄、 貴様ら を 射殺 



して —— 。 

と 避難民の 群れへ 弓 を さし 向けて、 威嚇の ため 

からつ る 

に 空 弦 を 放つ。 城 中から 軍卒 一人 走り出て 叫ぶ。 

軍卒 札 木 合の 殿様が、 ただいま これへ おいでになり 

ま ^9 

四 五名の 参謀 を 従え、 長刀 を 抜き放った 城主 

札 木 合が、 急ぎ はいって 来る。 

札 木 合 (部落民 を 射ようと している 弟 を 見て) 

台 察 児！ 長の 籠城、 しかも、 今日明日 という 負け 

軍に、 貴様、 気で も 狂った のか。 城下の 民へ 弓 を 向 

ける と は 何事 だ。 



れ ると、 私 は、 成吉思 汗に 対する 憎悪が、 火に 油 を 

注いだ ように 燃え上が リ ます。 嫂 上の こと を まだ 根 

タイ チャル 

に 持って、 この 執念深い 城 攻め だ。 私 は、 台 察 児 は、 

あの、 雲と 群がる 敵中へ 斬り 入って、 き、 斬り死に 

したくなります。 

札 木 合 (独語の ように) 攻める 成吉思 汗に も、 深い 

意味が あり、 守る わしに も、 深い 意味が あるの だ。 

おれ は 昔、 あの 成吉思 汗と、 一人の 女 を 争った。 そ 

れは、 瑣児肝 失喇の 娘で 合 爾合姫 —— その 恋に はお 

れが 勝って、 合 爾合姫 は 今、 わしの 妃 となって いる 

が、 成吉思 汗の 身に なって みれば、 失恋の 恨みが、 



そのまま この おれへの 敵意と なって、 長い間、 あの、 

狼の ような 胸の 奥に 燻って いたに 相違ない。 今度、 

ナイ マン 

抗愛 山脈 中の 乃 蛮 国 を 攻略す るに 当たり、 途中、 こ 

ジャダ ラン 

の 札 荅蘭城 を 併せ 従えよう としたの も、 その 恋のう 

ら みが あれば こそ だ。 だが、 おれ も 蒙古の 武士、 古 

い 恋 を 根に持って、 大軍を 率いて 攻め 来った 

成吉思 汗に、 おめ おめこの 城 を 渡されよ うか。 おい、 

皆 見ろ！ この、 飛んで くる 矢の 一本 一本に、 恋に 

ジ ンギス カン き やつ 

敗れた 成吉思 汗の 怨みが かかって いるの だ。 彼奴の 

口惜し さが 罩 もってい るの だ。 はは はは は、 笑って 

やれ。 おい、 皆、 笑って やれ！ はは はは は。 (ふと 



し ジ ャダ ラ ン 

おのれの 興奮に 気づき、 強いて 冷静に) この 札荅蘭 

ほし づき 

の 旗、 星 月の 旗 は、 祖先 以来、 抗愛 山脈と 高さ を 競つ 

て、 城 頭 高く 砂漠の 風に 吹かれて 来たの だ。 この 星 

タイ チャル 

月の 旗が 下ろせる か。 意地 だよ 台 察 児、 意地ず くだ。 

合 爾合姫 を 守って、 城 を 枕に 討死に する まで —— 恋 

ジ ャダ ラン 

に 強い 者 は、 軍に 弱い というが、 この 札荅 蘭の 

札 木 合 は、 恋に も 強く、 軍に も 強い こと を 見せて や 

るの だ。 

タイ チャル カル 力 

台 察 児 そうです、 兄 上！ 嫂 上 合爾合 姫の ために、 

この 星 月の 旗の 下で、 最後の 一兵と なる まで 城 を 守 

りましょう。 「 と 涙 を 拭う) 



札 木 合 (突然 哄笑して) はは はは は、 目下 旭の 昇る 

勢いの 成 吉思汗 だ。 人物 才幹、 この 蒙古 はおろ か、 

東 は 遠く 金の 国、 西 は 花 剌子模 の 果てまで、 並ぶ 者 

ない 名将と 聞いて いるが、 古い 恋の 意趣 遺恨 を 根に、 

この 孤立 無援の 山寨を 包囲して、 あくまで 陥さねば 

* ノ ノ ^1 TS 力 ノ 

気が済ま ぬと は、 噂 ほどに もない 成 吉思汗 だ。 いや、 

箔の剝 げた 成 吉思汗 だ。 小さな 男 だ、 けちな 男 だ！ 

おれ は あいつの 面へ、 この 罵り を 浴びせながら、 笑つ 

て 死にたい の だよ、 はつ はつ は。 

タイ チヤ ル 

台 察 児 兄 上！ 

刻々 殖えた 避難民の 群集 は、 片隅に 飢 のために 



札 木 合 (小手 を かざして) あの、 成 吉思汗 軍の 先頭 

に 立って 進んで 来る、 あの 四 人の 者 は 誰 だ。 

参謀 二 あれ こそ は、 成吉思 汗の 配下に その 人 ありと 

聞え た、 砂漠の 四 匹の 猛犬、 哲別、 木 華 里、 忽必 来、 

速不 台の 四天王に ござります。 黒 豚の 胴 を 輪切りに 

して、 その 生血 を 啜り 合い、 生死 を 誓った 四人組の 

将軍です。 

札 木 合 (どきっとして) して、 あの 第二 陣に駒 を 進 

めて 来る の は？ 

参謀 三 あれ は、 亦 魯該、 蒙 力 克のニ 将軍の 率いる、 

進む を 知って、 退く を 知らぬ 荒 鷲と 称する 騎兵 軍団 



で) J ざり ます。 

札 木 合 (募り 来る 不安 を 隠し) なに、 荒 鷲 だと？ I 

I それから、 あの、 それ それ、 第三 陣に、 灰色の 狼 

の ごとく、 砂煙り を 上げて 馬 を 駆って 来る の は？ 

参謀 四 はつ。 あれ ぞ 総大将 成吉思 汗の 弟、 合 撒^で 

ござります。 武芸 並ぶ 者な く、 ことに、 強弓 衆に 優 

れ、 矢面に立 つもの 必ず 額 を 射抜かれ ると 申す こと。 

うわばみ あだな ごう 

人々 彼 を 怖れて、 蟒 と 綽名いた す 強の 者です。 

札 木 合 (遂に 恐怖 を 押さえ きれず) 大海の 捨て 小舟 

のよう な この 山寨 だ。 逃げよう にも 逃げられぬ。 

タイ チャル 

台 察 児 (足摺りして) ええい！ 皆が みな 敵 を 賞め 



くさりお つて！ 揃いも揃って 臆病 神に 取り 憑かれ 

たか。 兄 上！ もはや これまでです。 城 を 出て、 

塔 米 児の 河畔に 決戦いた しましょう。 どうぞ この 

タイ チヤ ル 

台 察 児に、 三百で も 五 百で も、 ありったけの 城兵 を 

お貸し 下さい。 

札 木 合 (すっかり 怖 毛 立って) いや、 貪る 鷹の よう 

ジ ンギス カン ジン ギスカ ン あかがね 

な 成 吉思汗 軍の いきおいだ。 成 吉思汗 は、 総身 銅 

のように 鍛えられ、 土踏まず ゃ腋の 下に さえ、 針 も 

通らぬ というで はない か。 一 睨みで、 虎 を さえ 居 竦 

ませる と言うで はない か。 (と 恐怖に 眼 を 覆い、 た 

じろ く) 



砦の 下から 伝令 一人、 石垣 をった わって 上って 

くる。 

伝令 申し上げます。 成吉思 汗の 包囲 軍 は、 急遽 行動 

を 起しまして、 一 挙に城 を 陥れん とする ものの ごと 

く、 挺身隊 はすで に 三本 松の 辻 を 過ぎ、 銀 砂の 河原 

に 現れました。 

札 木 合 (蒼白に なって) なに、 もう 銀 砂の 河原に I 

I 誰か 城 を龃け 出て 一 騎 打ち を 挑み、 巧 名 を 立てる 

者 はない か。 

この ころから、 空に 紺い ろが 流れ、 暮色が 漂つ 

てく る。 



伝令 二 (あわただしく 上って 来て 堡塁に 顔 を 出し、 

下の 戦場 を 指さして) 我 軍の 斥候 は、 すっかり 城門 

へ 追い込まれて しまいました。 あれ あれ！ 一 の 堀、 

二の 堀 もす でに 敵の 手に —— 。 

札 木 合 (こわごわ 視 いて) 吊り橋 を 早く、 三の 吊橋 

を 上げろ。 

参謀 一 もはや その 暇 も ありませ ぬ。 

タイ チャル 

台 察 児 誰か 行って、 綱 を 切って 橋 を 落して しまえ。 

一本の 矢 飛び 来って、 札 木 合の 鎧の 袖 を 縫う。 

その 矢に は、 白い 馬の 尾が 結びつけて ある。 一 

同 騒然と 龃け 寄る。 



札 木 合 (よろめきつつ 矢 を 抜き取って) いや、 傷つ 

き はせ ぬ、 おお！ この 矢に は、 白い 馬の 尾が 結ん 

である ぞ。 これ は 何の 意味 だ。 

タイ チャル ジ ンギス カン 

台 察 児 成吉思 汗の 旗印し は、 あれ、 あのと おり、 白 

馬の 尾 を 竿の 先に 結びつけ たもの を、 九 本立てて お 

リ ます。 九 は、 成吉思 汗の 陣中に おいて、 幸運の 数 

とか。 (考えて) うう む、 兄 上！ その 矢 は、 降伏の 

勧告に 相違ない。 

札 木 合 なに、 降伏の 勧告？ 誰が ええい —— _ 

と 矢 を 二つに 折り、 足 許に 投げつ けて 粉々 に 踏 

み 砕く。 片側の 避難民 一同、 「負け 軍に 頑張る 



の は 無意味 だ ご 「早く 城 を 開け 渡して、 城下の 

私 ども をお 助け 下さり ませ ご などと 狂乱して 

口々 に 喚き立てる。 

タイ チャル うじむし 

台 察 児 (避難民 を 睥睨し) 騒ぐな、 蛆虫 ども！ 兄 

上！ 夜まで 持ち こたえれば、 なんとか 計略 も 浮か 

びましょう。 おい、 誰か 三の 吊橋 を 落して 来る 者 は 

*k ヽ 、 o 

るレカ 

これよ リ先、 伝令 一は 裸体に なり、 急ぎ 軍服 を 

引き裂き、 その 布切れで、 肩、 肘、 手首、 股の 

つけ 根、 膝、 足首な ど、 両の手 足の 関節 を 伝令 

二に 緊縛して もらって、 抜刀 を 口にく わえ、 素 



く。 後 は、 飛来す る 矢い つそう 繁く、 札 木 合、 

タイ チャル 

台 察 児 を はじめ 一 同 無言のう ちに 弓 を 引き絞り、 

銃眼より 射 落して 必死に 戦う。 避難民ら は 叫び 

声 を 揚げて 逃げ惑う。 しばらく 物音の み 激しき 

防戦の 場。 

衛兵 (今 下りて 行った 伝令の 裸体 を 担いで、 堡塁 を 

上って 来る) 惜しい 勇者で したが、 三の 濠へ 行き着 

かぬ うちに、 たちまち 敵の 矢 を 浴びて この 有様です。 

裸 かの 全身に 矢の 突き刺さった 死体 を、 札 木 合 

の 前に 下ろす。 みな 暗然と して 屍骸に 見入る。 

城兵 一 人、 上手の 扉より 龃け 入る。 



城兵 城主 様。 ただいま、 成吉思 汗の 軍使と 称する 大 

男が、 ただ ひとり 乗り込んで まいりました が、 いか 

が 取り計らいましょう。 

台 察 児 (剣の 柄 を 叩いて 気負い) なに、 成 吉思汗 か 

ら 使いが 来た？ 兄 上、 そいつの 首 を 斬り 落して、 

敵中へ 投げ込んで やろうではありません か。 

札 木 合 (はっとし たが) まあ、 待て！ どんな 条件 

を 持ち込んで 来たの かもしれ ぬ。 よし、 会おう。 本 

丸の 大広間へ 通して おけ。 危害 を 加えて はならぬ ぞ。 

兵卒 は 一 礼して 龃け 入る。 札 木 合 は、 台 察 児、 

参謀ら を 促して、 上手の 扉より 城内へ はいろう 



とする。 避難民 等、 城主の 一 行に 途を ひらきな 

がら、 一 斉に 平れ 伏して、 「おお 神様、 どうぞ 助 

かります ように ご と 必死に 祈る。 その 中の 

ふい ふい まし 

回々 教の 伝道師 は、 ひときわ 声高く、 「天に 在 ま 

す ァラァ の 神よ！ どうぞ この、 罪な き 部落の 

民 を 助け 給え ご と、 狂人の ように 天 を 礼拝し、 

泣く がごと く祈禱 する。 その 陰惨な 声々 に、 

札 木 合 はっと 立ち 停まり、 振り返って、 不安と 

恐怖に 駆られる 思 入れ I I 暗転。 

第一 幕 第二 場 



同じく 城内、 本丸の 大広間。 石で 畳みた る 荒廃 

した 部屋。 舞台 正面に 大きく 露台 を 取り、 断崖 

の 下に、 広く 砂漠と 川、 および、 夕 色に 煙る 抗 

愛山 脈が 遠く 望見され る。 露台の 前に、 太き 石 

の 円柱 五六 本 立つ。 その 円柱の 根に、 高さ 三尺 

ほどの 石で 築きた る 囲い をめ ぐらし、 室内より 

仕切りた る 体。 この 中仕切りに、 前場の 望楼に 

ありた ると 同じ、 ただし、 もっとず つと 大きな 

ジャダ ラン 

札荅蘭 族の 旗、 黄色 地に 白と 赤の 星 月の 旗が、 

壁掛けの) J とく 懸けて ある。 



舞台 上手 寄りに、 そこ だけ 二三 段 高く、 王座 あ 

リ。 かたわらの 飾リ 台の 上に、 大 いなる 青銅の 

こうろ からじし 

香炉 ありて、 香煙 立ち 昇る。 傍に、 唐獅子の 陶 

器の 香盒 を 置く。 王座のう しろに、 丈 高き 二 枚 

折りの 剌繡屛 風。 札 木 合が その 王座に 掛け、 左 

タイ チャル 

右に 台 察 児、 参謀、 官 人ら 居並び、 背後に 軍卒 

多勢、 抜剣 を 引つ 提げて 立つ。 

露台よ リ真 赤な 砂漠の 夕陽が さしこみ、 室内 は 

明るく、 人々 の 顔 は 血の ごとく 映える。 上手と 

下手に、 扉 一 つず つ。 

-ノノ M 1 ス， T> ノ 

幕 開く と 同時に、 下手の 入口より、 成吉思 汗の 



軍使、 近衛 隊長 木 華 里 (六尺 余の 巨漢、 隆々 た 

る 筋骨) が、 城兵 四 五 人に 囲まれ、 両手 を 後ろ 

に 縛され て 出て 来る。 

木 華 里 (札 木 合の 前に 胡座をかき) これ は 札 木 合 王 

です か。 私 は 成吉思 汗の 軍使、 木 華 里と いう 者です。 

長の 籠城、 想像に 絶す る 疲弊 困憊の 有様、 お 察し 申 

し 上げます。 

タイ チャル 

台 察 児 (剣 を摑ん で) 皮肉 かそれ は！ 城 中の 物資 

いかに 欠乏し、 たとい 石を嚙 み、 土を曬 ろうと も、 

わが 札荅蘭 族の 士気 は 衰えぬ ぞ。 余計な 口 を 叩かず 



と、 軍使なら、 速 かに 使いの 趣き を 言え。 

木 華 里 (縛され た 手 を 振り、 怒って) いいや！ 軍 

使 を 扱う 途を 知らぬ から、 肝心の 使いの 趣きが この 

いまし 

口から 出ない の だ。 まず この 縛め を 解いて、 相当 

の 礼 を も つ て 対する がよ い。 

タイ チャル 

台 察 児 兄 上、 繩を 解いて やりましょう か。 

札 木 合 (怯えて 突っ立つ) 何 を 言う！ こやつの 繩 

をと いてた まる もの か。 不敵な 面魂、 何 をす るか わ 

からぬ。 もっと 高手小手に、 がんじがらめに 縛り 上 

げて しまえ。 

城兵 二三 人、 木 華 里の 肩から 腹へ かけて ぎりぎ 



りに 縛り上げる。 

タイ チャル 

台 察 児 (抜刀 を 振り かぶって その後ろ に 立ち) 気 を 

つけて 口 をき け。 一 太刀 だ ぞ！ 

木 華 里 (争わず。 平然と 縛る に 任せながら) はは は 

はは、 この おれ 一人が、 そんなに 恐し いか。 わが 

ジ ノ ギ 飞 カノ 

成 吉思汗 様の 軍 中には、 おれく らいの 大男 は ざら に 

いるの だ。 では、 このままで 結構 だ。 (ぐっと 起ち 

ジャダ ラン ジャム 力 

上がって、 王座 を 睨む) 札荅 蘭の 札 木 合 王に 申す。 

食糧 もな き 城 中に、 罪な き 城下の 民 を 取り込み、 こ 

-、 ソ ノギス 力 ノ 

の 苦しみ を 与えて どうす るつ もり だ。 わが 成 吉思汗 

軍 は、 明朝 砂漠の 太陽が、 塔 米 児の 川 波 を 真っ赤に 



気遣って いたが、 降伏 勧告と 聞いて ざわめき は 

じめ る。 

木 華 里 (その 声の ほう を 見て) あれなる 城下の 者 ど 

も をみ なごろ しにす るの は、 賢明なる 札 木 合 王の 本 

意で はありますまい。 だが、 もし この 申出 を 拒絶な 

されば、 遺憾ながら、 暁 を 待たずに 城内へ 殺到し、 

嬰児の 果てに いたる まで、 一人残らず 殺して 廻る だ 

ジャダ ラン たねぎ 

けだ。 札 荅蘭族 を 種子 切れに してやる の だ。 

中仕切りの 陰に、 避難民の 悲鳴、 子供 を 抱きす 

くめる 気配な どす る。 室内 は 薄暗くな リ、 正面 

露台の 外の 夕 空に、 星が 瞬き、 はるか 下の 



成 吉思汗 軍の 天幕に は 灯が 入り、 砂漠 一 面に 

点々 として 明滅す る 焚火。 戦い は 一 時 中止され 

て、 無気味な 静寂。 

札 木 合 (黙考の 後) 出世に 焦って、 血 も 涙 もない 

* ノ.. 'ギ ス ノ 

成 吉思汗 だ。 ことに は、 仔細あって、 われに 含む と 

ころの あるき やつの こと だ。 いや、 それく らいの こ 

と はする であろう。 赤 児まで 敵の 片割れと ばかり 斬 

さいな ジ ャダラ ン 

リ虐ん で、 札 荅蘭族 は 一 人 あまさず、 かの 砂漠の 虎、 

ジ ノ ギ K カノ 

成吉思 汗め の 餌食と なる のか —— 。 

避難民 達、 中仕切りの 陰から 口々 に 叫んで、 

札 木 合に 降伏 をす すめる。 兵士ら 叱りつ けて 制 



する 

木 華 里 我 軍の 条件 を 入れて、 即刻 開城と あらば、 あ 

れ なる 七つの 星の 消えぬ 先に、 すぐさま 囲み を 解い 

ナイ マン 

て、 眼 ざす 乃 蛮 国へ と 進軍 を 開始す るであろう。 そ 

ジャム 力 ジャダ ラン 

の 場合 は、 札 木 合 一 家 を はじめ、 札荅蘭 族の 一 人に 

*ノ ノ ¥1 ス I？ ノ 

も 刃 を 加え ませぬ。 この 儀 は、 大王 成吉思 汗、 真白 

らくだ 

き 駱駝に かけて 誓います。 

避難民ら 歓声 を 揚げて 喜ぶ。 この 時、 札 木 合の 

妃合爾 合 姫が、 二三の 侍女 を 従え、 そっと 出て 

来て、 誰に も 気づかれず 露台の 円柱の 陰に 隠れ、 

ひそかに 立ち 聴いて いる。 



札 木 合 うう む、 降参 すれば 城 も 助かり、 罪な き 部落 

の 者 ども も、 これ 以上の 苦しみから 救われ、 

成 吉思汗 は そのまま この 城 を 後に、 抗愛 山脈へ 向つ 

て 進発す る —— (独語の ように) ふうむ、 降伏 を 拒 

絶 すれば、 わが 札 苔 蘭 族 は 根絶やし II だが、 その 

降伏 勧告に も、 定めし 条件が あろう。 条件 を 言え。 

木 華 里 (膝 を 進めて) さらばです。 降伏の 貢物と し 

力 レ 力 -/ ノ w^i ス 力 ノ 

て、 妃の合 爾合姫 を、 今宵 一夜、 単身 成吉思 汗の 陣 

屋 へお 遣し なさる よう。 条件と いうの は、 ただこの 

一 つ だ。 

円柱の 陰で 合 爾合姫 は ひそかに 驚く。 



ーノ " 力 力 レ 力 

札 木 合 (愕然と 顔色 を 変えて) なに、 奥 を、 合爾合 

姫 を、 今宵 一夜、 ただ ひと リ成吉 思 汗の 許へ よこせ 

と？ 

タイ チャル あねうえ カル 力 

台 察 児 (気色ばんで) うむ！ 嫂 上 合爾合 姫の、 一 

夜の 身体が 所望 だとい うの だな。 

木 華 里 さようです。 合爾合 姫が、 日没と 同時にた だ 

一 人、 成吉思 汗の 陣営へ 来れば よし、 さもなければ、 

城 も 人 も、 木つ 葉 微塵に 踏み 躪 るまでの こと だ。 

札 木 合！ 返答 はどう だ つ ！ 

札 木 合 言うな、 汚らわしい！ かの 成吉思 汗め、 数 

年 前に 失った 恋 を、 いま 力ず くで 遂げよう というの 



に 立 つ たま ま 沈思す る。 

札 木 合 弟！ よく 言って くれた。 ほかの ことで 部落 

民が 助かるなら、 おれ は、 武士の 誇り も 捨てて、 開 

城しょう かと も 思 つ たが、 あまりと 言えば あまりの 

条件 だ。 これ は 余の ことと は 違う。 (突然 起ち 上つ 

て、 木 華 里 を 白眼み つける) こらつ！ 妻の 身を犠 

牲に、 一 命 一 族 を 助けよう などと 思う 札 木 合で はな 

ジャダ ラン 

ぃぞ。 この 札荅 蘭の 城 中、 おのが 命と 妃の操 を 交換 

しょうな どと、 さような 心掛けの 者 は 一 人 も おらぬ- 

馬鹿者め が！ (と 手許の 飾り 台の 上の、 唐獅子の 

香盒 を 引つ 摑み、 王座の 下の 床に 叩きつ けて 微塵に 



砕く) 

台 察 児 畜生！ こ、 この 軍使の 奴、 どうして くれよ 

う！ そうだ。 この 牛の ような 首 を 撥ねて、 砦から 

投げ 下ろして やれ。 身体 は 油炒リ にして やる の だ。 

おい！ 皆 来い。 中庭へ 釜 を 持ち出して、 油 を 煮る 

支度 をす るの だ。 

と 軍卒ら を 促し、 露台から 上手へ 龃け 入る。 

札 木 合 付きの 参謀 四 五 人と 木 華 里の 看視 兵 二三 

を 残して 兵士 一 同、 および 官 人ら 続いて 走り去 

る。 避難民 も 驚いて、 皆 あと を 追って 露台から 

上手へ はいる。 



木 華 里 (泰然と) それならば、 悪い こと は 言わぬ。 

早く 油 を 沸かさぬ と、 今にも 我 軍 この 城 中へ 押し 

入って 来る ぞ、 はは はは は。 あの 砂漠の 地平に、 東 

の 海の 真珠の ような 月が 昇る までに、 合爾合 姫が 城 

を 抜け出ぬ 場合に は、 条件 を 受け入れぬ ものと 見て、 

一 刻の 猶予 もな く 攻め込む 手 害に なって いるの だ。 

札 木 合 (静かに) わし は 成吉思 汗の ために 惜しむ。 

しせい 

あれほどの 豪傑 も、 恋の ために は、 巿 井の 匹夫の ご 

とき 手段 を も 辞せぬ もの か。 憐れな 迷 執の 虜だ。 こ 

の 合戦 は、 数年 前の 恋の たたかいの 続きで あつたの 

だ。 恋に 勝って 合 爾合を 得た わし は、 この 戦いに も 



力 レ .J ジ ノ w^i ス -J ン 

勝ち抜く の だ。 なんの！ 合 爾合を 成吉思 汗の 自由 

にさせて たまる もの か。 (木 華 里へ) 飛んで 火に 入 

る 夏の 虫と は、 貴様の こと だ。 地獄の 迎え を 待て！ 

言い捨てて、 露台へ 出ようと すると、 合 爾合姫 

が 侍女 二三 を 従えて 円柱の 陰から 現れる。 

合 爾合姫 殿 (泣き崩れる) 

札 木 合 (支えて) おお、 お前 は そこにいた のか。 し 

て、 今の 話 を 聞いた のか。 

合 爾合姫 はい。 残らず 聞きまして ございます。 憎い 

の は、 あの 成吉思 汗です。 大方 あの 時、 あなた 様と、 

妾 を 争いまして から、 ずっと この 機会 を 狙って いた 



ので ございましよう。 偉い 大将に 出世した と 聞き ま 

-ノ ノギス 力 ノ 

したが、 やっぱり、 昔の がむしゃらな 成吉思 汗！ 

ああ、 妾 はいった いどうしたら —— 。 (泣き 入る) 

札 木 合 (片手に 抱いて) これ、 なにも そんなに 悲し 

むこと はない。 わし は、 全 種族の 潰滅 を 期しても、 

お前 をき やつの 手に 渡そう などと は 思わない の だ。 

合 爾合姫 はい。 そのお 言葉で、 妾 はもう、 死んでも 

思い残り は ございません。 ついては。 —— 

札 木 合 (突然 回顧的に) な ぁ合爾 合、 お前が まだ 

瑣児 肝失喇 家の 娘で、 余 も 成 吉思汗 も、 名 もな き 遊 

牧の 若者だった ころ、 二人で お前の 愛 を 争った。 お 



札 木 合 (急き込んで) な、 なに？ お前 は 何 を 言う。 

ジャダ ラン ジャム 力 

この 上 おれ を、 札 苔 蘭の 札 木 合 は、 妻の 操で 一身の 

安全 を 買った 腰抜け 武士 だと、 後世までの 笑い草に 

したいの か。 軍に は 敗れた が 恋に は 勝った、 それが 

この 札 木 合の、 死 際の 唯一 の 慰め だとい うこと が、 

合爾 合！ お前に は 解らない のか。 

合 爾合姫 (必死に) いいえ、 ただ 妾 は、 あなた 様と、 

城下の 人た ち をお 助けしたい ばっかりに、 あの 蛇の 

ジ, ス -T> ノ 

ような 執念ぶ かい 成吉思 汗に、 この 身 を —— 

札 木 合 いや！ 聞きたくない。 お前、 気で も 違った 

のか。 そんな こと を 考える だけで、 この おれの 胸 は 



張り裂けん ばかり だ。 お前の 身 を 守る ために は、 わ 

しの 命 はおろ か、 城 も 惜しく はない。 城下の 民な ど、 

砂漠の 鬼と 消える がいい。 

合 爾合姫 (追い 鎚 つて) いえ、 あの、 わたくし にも 

考えが ございま すから、 どうぞ、 一 人で 城 を 出る こ 

と をお 許し 下さい まし。 

札 木 合 ええい つ、 くどい！ お前に は、 かほ どまで 

に 言う おれの 心が わからない のか。 (参謀へ) 最後 

の 一 戦 だ。 みな 来い！ 

泣いて 取りす がる 合 爾合姫 を 振り解いて、 

札 木 合 は 決然と 露台から 奥へ 龃け 去る。 参謀ら 



続いて 走り 入る。 長い間。 

侍女 一 (良人の 後 を 見送った のち、 首 垂れて 考え込 

んで いる 合爾合 姫に 近づき) 奥方 様、 あれほどまで 

におつ しゃる 殿様のお 胸の 中、 女子と して、 奥方 さ 

まも さぞ 本望で ございましよう。 もはや わたくし ど 

も 一同、 奥方 様のお 供 をして、 戦死の 覚悟が でき ま 

して > ざいます。 

侍女 二 (正面の 露台へ K け 出て) あれ！ どうやら 

砂漠の 地平線が、 ぼうっと 青白くな つてまい リ まし 

た。 月が 昇る ので は ございますまい か。 月の出 を 合 

図に、 あの 恐し い 成 吉思汗 軍の 荒武者 どもが、 乗リ 



込んで 来る とのこと。 ああ、 どうし たらよ いか —— 

侍女 三 あれ あれ！ ほんとう にあの 砂丘の 果てに、 

ほのかに 青い 月の 光が さし 初めました。 ああ、 もう 

なんとき いのち 

何 刻の 生命 やら —— おお！ 中庭で、 この 軍使 を 煮 

る 油 を 沸かし はじめました。 ああ、 何とい う 恐し 

い！ (と 眼 を 覆う) 

露台の 向う から、 紫い ろの 油の 煙りが 濛々 と 立 

ち 昇る。 合爾合 姫と 侍女ら は、 凝 然と 露台の 外 

を 見守る。 

カレ 力 ,ノ ノギス カノ 

合 爾合姫 (ひとり 言の ように) 昔の 成吉思 汗の 恋が、 

ここへ 来て、 こんな 恐し い 仕返し をしょう と は —— 



(泣く) 

侍女 二 お 察し 申し上げます。 

侍女 一 でも、 殿様の あのお 言葉、 ほんとうに 女 冥利、 

こま 

嬉し涙が 溢れて なり ませぬ。 

この 時、 血 染れの 将校 一人、 露台 上手から 走り 

込んで 来て、 叫ぶ。 

将校 (妃に 敬礼して、 木 華 里の 看視 兵へ) おい！ 

表門に 石 を 積んで、 かなわぬ まで も 備え をす るの だ。 

猫の手も借りたい 場合 だ。 その 軍使 は 縛って あるの 

だろう。 そいつ を そのまま にして、 お前た ち、 皆 来 

ヽ o 

レ 



看視 兵ら、 声に 応じて 将校と ともに、 露台 上手 

へ龃け 去る。 舞台 ほの 暗く、 正面の 露台から 星 

明りが 差し 入る。 砂漠の 外れが かすかに 青み、 

月の出 は 刻々 近い。 

合 爾合姫 (ぐっと 胸に 決して) 今の 話で は、 城門へ 

石 を 運ぶ とのこと、 女 だとて 働かねば なリ ませぬ。 

お前た ち も、 二人で 石の 一 つぐら いは 持てる であろ 

う。 ここ は 構わぬ から、 お手伝いに 行く がよ い。 

侍女 一 二 でも、 この 恐 しげな 男と、 奥方 様 を 置き ざ 

りに して 

合 爾合姫 いや、 大事ない。 ここより 表門の 備えが 肝 



心です。 早く あちらへ！ 

うなず 

侍女た ち は 心 を 残しつつ、 合点き 合って 兵士ら 

の 後 を 追い、 露台 上手へ 馳せ 入る。 

合 爾合姫 (長い間。 じっと 木 華 里 を 凝視め て) あれ、 

もう 月の出に 間が ありません。 今にも 一 気に 攻め 

入って 来たら (じっと 考え、 うむと 決心して、 

懐剣 を 取り出し てきら りと 抜く。 足早 やに 木 華 里に 

近づき、 一 突き、 と 見えた が、 意外に も、 ぱらリ と 

縛め を 切って 落す) さ、 この 隙に 早く 逃げて、 追つ 

カレ 力 -ノ ス. P-/ 

つけ 後から 合爾 合が まいり ますと、 成 吉思汗 さまに 

お伝え 下さい。 



木 華 里 (驚いて 立ち上り) 奥方、 私 を 逃がして 下さ 

るので すか。 

合 爾合姫 わたし は 決心いた しました。 いかに 殿様が 

ああ おっしゃって 下されば とて、 あの 泣き叫ぶ 城下 

あどけな 

の 人々、 先の 短い 老人 や 愛 い 女子供 を、 どうして、 

城と ともに 見殺しに する ことができましょう か。 憎 

ん でも あまり ある 成吉思 汗です けれど、 女の 身で 役 

に 立つ の は、 せめて それく らいの こと —— 言うな り 

に 後から すぐ 城 を 脱け 出て、 はい、 まいります。 あ 

の 人の 陣屋へ 、まいります！ あなた は 一足先に 龃 

け 帰って、 どうぞ、 そう 復命して 下さい。 そして、 



総攻撃 をお 止め 下さい。 (身 も 世 もな く 泣きつつ 急 

き 立てる) 

木 華 里 それで は、 合爾合 姫、 たしかに わが 大将の 陣 

営へ、 一 人で おいでになる のですな。 うむ、 お待ち 

申して おります ぞ。 

合 爾合姫 念に は 及び ませぬ。 わたし はもう 覚悟 を I 

タイ チヤ ル 

I そう 言 う 間 も 気 が 急 きます。 あの 台 察 児 さ ま が 

上って 来ない うちに、 早く！ 早くお 逃げ 下さい。 

と 薄暗い 中に 木 華 里 を さし 招き、 下手の 小さな 

戸口から 出し やる。 

合 爾合姫 この 石段 を まっすぐ 下りて、 突き 当りの 廊 



下 を 左へ 出れば、 城の 横手の 草原へ 抜けられます。 

そこら は 城兵 も尠 いはず、 さ、 一 刻 も 早く —— o 

木 華 里 は 一 礼して 走り 下りる。 合 爾合姫 は 独り 

頷 首いて、 おのが 居間に 通ず る 上手の 扉へ 蚯け 

入る。 しばらく 舞台 空く。 油の 煮える 煙り 一 度 

に 上がる。 群集の 悲鳴 凄まじく 響く。 すぐに そ 

の 同じ 上手の 戸口から、 妃の 盛装の 上に 大きな 

鹿の 皮 を 被った 合爾合 姫が、 そっと 一 人 忍び 出 

て 来る。 舞台 中央に 立ち 停ま リ、 ひそかに ふと 

ころから 懐剣 を 取り出して 引き抜き、 じっと見 

入る。 



カル 力 ジャダ ラン 

合 爾合姫 (独語) この 札荅蘭 族へ 輿入れす る 時、 父 

の瑣児 肝失喇 から 渡された この 守り刀が、 こんな 役 

に 立とうと は 思わな か つ た。 もし 成吉思 汗が 無礼 を 

働いたら、 いっそ 一思いに この 胸 を 。 (と 自分 

しぐさ 

の 胸へ 突き刺す 仕草) 

う なず きながら、 鹿の 皮 を 頭から か ぶ り、 

木 華 里の 去った 下手の 石段 を龃け 下りる。 とた 

んに、 露台 上手より 侍女 二人、 あわただしく 走 

り 出て、 

侍女 一 おや！ 奥方 様 は どこに？ あら、 あの 軍使 

もい ない —— 奥方 さま、 奥方 様！ 



侍女 二 ああ、 奥方 様のお 身に、 変り 事がなければ よ 



二人 そそく さと 室内 を 捜し 廻る。 舞台 刻々 暗く 

なり、 露台の 外、 月の出 はいよ いよ 迫る。 

札 木 合 の 声 (近づいて 来る) 合爾 合、 合爾 合！ 

合爾合 はおらぬ か。 (幕) 

第一 一幕 第一 場 

城外。 塔 米 児、 斡 児 桓の両 河の 合する 三角洲に 

設けられた、 成吉思 汗の 大 天幕の 前。 砂漠の 広 



士長 速不 台、 及び 主馬 頭 者勒瑪 ほか 参謀 侍衛ら 

多勢、 それぞれ 焚火の まわりに 陣取り、 弓、 矢、 

鎗、 長刀、 太刀な ど、 思い思いに 武器の 手入れ 

せむし オング ル 

をして いる。 倔 僂の 道化者 汪克児 は、 葉の つい 

た 木の 枝 を 剣に 見立てて、 身振りお かしく 独り 

で 戯け 廻って いる。 

汪克児 敵に お尻 を 見せた ことのない、 成 吉思汗 様の 

お 馬 さま、 ちょいと この 汪克め 様に、 お尻 を 拝ませ 

て は 下さらぬ か。 (と 抜き 足さし 足、 滑稽な 様子で 

成吉思 汗の 白馬のう しろに 廻り) て も 見事な 眺め 



じ やな あ。 ァラァ の 神 さま、 ァラァ の 神様 —— 

馬 は 後脚 を 上げて 汪克児 を 蹴る。 

汪克児 (大袈裟に 仰天し、 引っくり返って) うわ 

あつ！ あ 痛た たた！ 兄弟分の 汪克 児め をお 蹴り 

なさる と は、 ちえい つ、 はてさて 情ない お 心 じ やな 

あ。 聞え ませぬ、 聞え ませぬ わい のう。 (泣き声 を 

装る) 

一 同 は ど つ と 笑う。 

哲別 うるさい つ！ 殿 はお 眠み なのに、 止め 度 もな 

く 戯けお つて。 控えろ、 汪克 児！ 

汪克ゅ と、 叱りつ ければ、 汪克ゅ は —— 。 (とヒ るよ 



うに 下手へ 走って、 坐って いる 駱駝の 背へ ちょこん 

と 股が り、 走らせる 真似) はいはい、 どうどう！ 

進め や 進め、 成吉思 汗！ や あや あ、 遠 からん 者 は 

音に も 聞け。 近く は 寄って 眼に も 見よ。 われ こそ は 

,ン ノギス. 5 ノ 

大王 成吉思 汗の 陣中に その 人 ありと 知られた る、 滑 

稽 ちゃらつ ぼ この 一 手 販売、 山椒 は 粒で もぴリ りと 

辛い、 汪 克児大 公爵 さま だ。 成 吉思汗 様 第一 のお 気 

らくだ 

に 入り —— ねえ、 君、 駱駝 君。 

合 撒め (成吉 思 汗の 弟、 下手より つかつかと 現る。 

通りすがりに、 駱駝の 背から 汪克児 を 突き落して) 

お！ これ は大 公爵 閣下、 とんだ 失礼 を。 (天幕の 



垂れ を はぐり、 はいろう とする) 

忽必来 合 撒 児 さま、 殿 はま だお 昼寝の つづきです。 

合 撒 児 うう、 (振り返る) まだ 寝て る？ 相 変らず 呑 

気な 兄貴 だな あ。 (ふと 下手 を 見やり) おお、 月が 出 

た、 月が 出た！ あれ 見ろ、 砂漠の 上に、 大きな 月 

が 出た ぞ。 

さざなみ 

明るい 月が 地平 を 離れ、 河の 漣 を 銀に 彩って 

いる。 一 同 は 口々 に、 「月 だ、 月 だ、 月が 出た ご 

「さあ、 出陣 だ！ 進軍 だ！」 と 勢い込んで ざ わ 

ざ わと 起ち 上り、 月に 向って 立ち並ぶ。 忽必来 

は 長靴 を 穿き 直し、 武装 を 凝らして、 速不 台と 



ともに しゃがみ、 剣の 先で 地面に 地図 を 描き、 

しきりに 軍議 を 練り はじめる。 

合 撒 児 木 華 里 はま だ 帰らぬな。 者 勒瑪、 軍馬の 様子 

„ シャ ダラ ン 

はどう だ。 これから ただちに 札 荅蘭城 を 屠り、 長駆、 

抗 愛山 脈を衝 くの だから、 稗で も 藁で も、 充分に 食 

わせて おくが よい ぞ。 

ジ H ルメ しゅめの かみ 

者勒瑪 (主馬 頭) 仰せまで も ございません。 馬と い 

う 馬 は、 栗毛 も 葦毛 も、 気負い立って、 あれ、 あの 

ように、 早く 矢 を 浴びたい と 催促して おります。 

遠く 近く、 屯ろ する 軍馬の いななき。 

合 撒 児 忽必 来、 進撃の 前 だ。 点呼 はま だか。 



忽必来 は。 もうす むころ です。 今にも 報告が まいり 

ましょう。 

哲別 もうとうに 月が 上った に、 まだ 木 華 里が 帰らん 

ところ を 見る と、 降伏 を 拒絶した にき まって おる。 

合 撒め 様、 殿に、 進発の 御 催促 を 申し上げて は。 

汪克児 (跳び 撥ねながら) 月夜に 釜 を 抜く というが、 

こち とら、 月夜に 城 を 抜く。 

速不台 そうだろうと 思った。 無駄 だろうと 思った。 

あの 札 木 合の 奴が、 女房 をー晚 こっちの 陣営へ よこ 

すな どと、 そんな 条件 を 承知す る はず はない の だ。 

哲別 じ やが、 殿の 御 心中 をお 察しす ると、 木 華 里の 



やつめ、 うまく 合 爾合姫 を 引っ張って くると よいの 

じ やが な あ。 

カツ サル 

合 撒 児 そうだと も。 兄貴と もあろう ものが、 この 

小つ ぼけな 城 一 つ を 長々 と 囲んで、 今まで 思いき つ 

て 揉み 潰して しまわなかった の は、 ただ、 合 爾合姫 

の 身 を 案じ たれば こそ だ。 

汪克め (したり 顔に 腕組みして、 合 撒めの 仮声で) 

する てえ と、 兄貴の 野郎、 まだ、 合爾合 姫の こと を 

想って いるの だな あ。 

速不台 馬鹿つ！ 殿に 聞え たら どうす る。 

下手の 立樹の 間から、 侍衛長 馳せ 来る。 



忽必来 よろしい。 命令 を 待て。 

侍衛長 走り去る。 この間 も 汪克ゅ は、 ところ 狭 

しと 独りで ふざけ 廻って、 馬の 尻つ 尾を引つ 

張ったり、 駱駝と 白眼め くら をしたり、 自分の 

くさめ 

鼻の 孔へ指 を 入れて 嚏 をす る やら、 もん どり 

を 打つ やら、 しばらく もじつ としてい ない。 一 

同 は 慣れて い る ので 誰も 注意 を 払わない。 

江克児 (皆の 真ん中に 立って、 おどけた 様子で 首 を 

傾げ) ふうむ。 そういう もの かな あ。 いや、 そうだ 

ろうな あ。 

合 撒 児 こら、 豚め！ 何 を 感心して いるの だ。 



汪克児 英雄、 色 を 好む。 (ちょいと 天幕 を 指さして 

ウィンク する) いかな 大王 も 恋に は 弱い。 意馬心猿 

追え ども 去らず、 あわ わ わ わ わ。 (あわてて 口 を 押 

さえる。 誰も 相手に せず) 

者勒瑪 (じりじりして 、しきりに 下手 奥へ 龃 けて 行つ 

て は、 月に 霞む 遠くの 砂漠へ 小手 を かざす) ちえつ！ 

木 華 里め！ 何 をして いるの だ。 早く 降参の 献上 品 

を 引つ 担いで 来れば よいに。 

速不台 ほんと だ。 その 献上 品 を 殿の おん 前に 捧げて、 

お慰め 申したい もの だな あ。 

哲別 まだ そんな こと を 言って おる のか。 木 華 里 は 今 



ごろ、 首に なって いるに 決まって おる。 木 華 里の 葬 

い 合戦 じ や。 おお、 月 はもう あんなに 高く 上リ まし 

たぞ。 合 撒 児 様、 もはや 一刻の 猶予 もなら ぬ。 さ、 

殿に 申し上げて、 出陣のお 許し を 得て 下され。 

合 撒 児 (じっと 考え込んで、 ひと リ言) おれ はよ く 

知っている。 兄の 心に は、 女と いって は、 あの 

合爾合 姫が ある だけ だ。 だから、 ほかの 女に は 眼 も 

くれずに、 誰が 何とす すめても 結婚せ ず、 いまだに 

ずっと 独身で いるの だ。 それ を 思う と、 畜生 

( 一 同 暗然と して、 長い間) 

汪克児 (突然、 節 をつ けて) 無理 もない、 無理 もな 



ジャダ ラン カル 力 

い。 札荅 蘭の 合 爾合姫 は、 蒙古 一 の 美人、 いや、 砂 

オン ギラ アト くちびる 

漠の 女神。 その 瞳 は 翁吉喇 土の 湖の ごとく、 口唇 は 

トルコ じゃこうねこ 

土 耳 古石、 吐く 息 は 麝香猫の それに も 似て —— 。 

合 撒 児 やかましい！ ああ、 止む を 得ない。 兄貴 を 

喜ばせよ うとした お前た ち 一 同の 苦心 も、 とうとう 

水の 泡 か。 (決然と 天幕へ はいって 行こうと する が、 

ためらって) 弱った な あ。 また 雷 か。 機嫌の 悪い 時 

の 兄貴 は、 苦手 だからな あ。 おい、 者 勒瑪、 お前 行つ 

て 起して 来い。 

者勒瑪 と、 とんでもない！ あんなに 合 爾合姫 を 

待って おられる 殿様のと ころへ、 姫が 来ない ので 総 



攻撃 だと は、 とても —— これば つかり はお 許し 下さ 

い。 (手 を 合わせる) おい 速不 台、 貴公 行け。 

スブ タイ ごふき よう 

速不台 獅子の 檻へ なら はいって 行く が、 殿の 御 不興 

だけ は —— それに、 おれ は、 先刻から、 急に 腹が 痛 

み 出して、 うう む、 これ はやりき れん。 あ 痛た たた、 

忽必来 君、 頼む。 君 行って、 お起し 申して くれ。 

忽必来 冗談でしょう。 吾輩 はにわ かに 頭痛が して I 

合 撒 児 頭痛が した つ て 歩け るだろう。 

忽必来 いや、 その、 実は 足が 痛い ので —— おお 痛い。 

こいつ はた まらん。 哲別 どの、 これ はどう 考えても 



年寄り役 だ。 長老、 一 つ —— 。 

哲別 それが、 その、 なんだ、 私の 行きた いのは 山々 

だが、 年齢の せいか 鳥 眼の 気味で な、 夜になる と 何 

も 見えん 

カツ サル ナイ マン 

合 撒 児 はつ はつ は、 大切な 乃 蛮 征伐 を 前にして、 軍 

の大 幹部が みんな 急病と は 大変 だな。 よし、 じ や、 

みんなで はい つ て 行こう。 

汪克児 (しゃし やり 出て) お待ち を。 しばらくお 待 

ち を。 その 役目 は、 どうぞ 拙者め にお 任せ 下さい。 

ジ ンギス カン からし 

たとえ 成 吉思汗 様が 辛子 をお 舐めに なった 時で も、 

かく 言う それがし さえお 傍に いれば、 ああ 辛い と 



おっしゃる かわりに、 わつ はつ はと 笑わせて お 眼に 

かける。 え へん、 大王 さま 第一 のお 気に入りの 

汪克児 様々 じ や。 万事、 な、 万事 この 胸に —— 者 ど 

も 騒ぐな。 お ほん！ (そっくり 返って 天幕へ は 

いってく) 

一 同 は 天幕の 入口に 集ま リ、 心配そう に 聞き耳 

を 立てる。 

成吉思 汗の 声 (天幕の 中から、 睡 そうに) うう う、 

うるさい 芋虫 だな。 なに、 木 華 里が まだ 帰らない か 

ら、 もう 総攻撃 開始 だと？ (叱咤す る) ええい、 

やかましい！ 勝手にし ろ！ 



ジンギスカン タ ヤンカ ン 

成 吉思汗 (愉快そう に) 太陽 汗！ (虎 を 鎮める) 

武将 達の 間 を 昂奮して のそのそ 歩き 廻って いた 

虎 は、 猫の ごとく 従順に、 成吉思 汗の 側へ 帰つ 

て ぴたりと 坐る。 

-/ ノギス 力 ノ 

成 吉思汗 (その 虎の 頭 を 撫でて、 大笑す る) はは は 

はは、 お前た ちに 話した かな。 おれ は、 此，， 虎に、 

タ ヤン カン つ タヤ ン カン 

太陽 汗と いう 名 を 命け たよ。 太陽 汗と いうの は、 こ 

れか らおれ たちが 攻めて 行こうと している、 あの 

ナイ マン ナイ マン タ ヤン カン 

乃 蛮 国王の 名 さ。 虎の ような 乃 蛮 王 太陽 汗 も、 こら、 

ジ / ス カノ 

見ろ、 この 成吉思 汗に かかって は、 もうす つかり 奴 

隸 になって 傍に 仕えて いると いう わけさ。 はつ はつ 



は、 愉快 じ やねえ か。 な あおい！ 

皆 笑い 崩れる。 

オング ル タ ヤン カン 

汪克児 (虎へ) 太陽 汗 さま、 あなた 様 は 私 を 見る と 

かたき 

すぐ、 眼の 仇敵に して 跳び かかって くる。 この (と 

自分の 背中 を 指して) 瘤 を 進上し やすから、 それで 

一 つ 仲直り を、 へへ へへ へへ へへ へ。 

成 吉思汗 (伝法に) そんな 物 を 貰っても 食えね え か 

タ ヤン カン あくび 

らいら ねえ や、 な あ 太陽 汗。 (大きな 欠伸 をす る) 

木 華 里が どうしたと？ 

忽必来 まだ 木 華 里が 帰って まいり ませぬ。 

, ソ ノ ギ スカノ 

成 吉思汗 (淋し さ を 隠して) 心配す るな。 あの 



木 華 里 の 身体に 刃 を 当てる ことので きる 奴が、 

ジャダ ラン 

札荅 蘭の 城 中に 一 人で もい るなら、 おれたち あこん 

な 面白く もね え 戦争 をし なく つ て もよ か つたんだ。 

哲別 (思いきって) 殿、 降伏の 条件 は 拒絶した もの 

と 見えます。 合 爾合姫 はお 見えに なりません。 

皆 心苦し そうに 眼 を 外ら す。 

成 吉思汗 (ふっと 沈鬱に) お前た ちの 心尽し をい い 

ことに、 おれ は、 女 一匹に こだわって —— 。 (急に 朗 

かに) あは はは はは、 何 を 言って るんだ。 おれの 女 

房 は 戦争 だ。 おれ は 戦争と 結婚して いるんだ。 この 

成吉思 汗の 恋人 は、 軍馬 だ、 弓矢 だ、 此剣 だ！ 敵 



の 血 だ！ 砂漠の 風 だ あ あは はは はは。 

ジ ェ ベ 

哲別 殿！ 

ジ ンギス カン ナイ マン タ ヤン カン 

成 吉思汗 相手に して 面白 いのは、 乃 蛮の 太陽 汗 だ。 

合 撒 児！ あれ を 見ろ あれ を！ 抗愛 山脈の 上で、 

月が 招いて いる じゃあね え か。 哲別、 忽必 来、 進軍 

だ、 進軍 だ！ ああ 愉快 愉快！ 者 勒瑪、 馬 を 引い 

て 来い つ！ 

一 同 はいろ めき 立って 出陣の 支度に かかる。 

汪克児 (成吉 思 汗の 口真似) おれの 女房 は、 この 背 

中の 瘤 だ。 おれ は 瘤と 結婚して いるんだ。 この 

汪克 児の 恋人 は、 瘤 だ、 踊り だ、 踊り だ、 瘤 だ —— 



あつ はつ はつ は！ (成吉 思 汗の 気 を 引き立てよう 

と、 滑稽に 踊り 廻る) 

成 吉思汗 は 寂しそう に、 ぼんやり 立 つ て 考え込 

んで いる。 小姓 巴剌帖 木の 捧げる 兜 を、 無意識 

にかぶ りながら、 

ジ ンギス カン パ ラ テ ム 

成 吉思汗 巴剌帖 木。 

巴 剌帖木 (前に 片膝つ いて) はつ。 

成 吉思汗 お前 は、 十四だった な。 

巴 剌帖木 (不思議 そうに) は？ 

成 吉思汗 (優しく) いや、 年齢 は 十四だった なと 言 

うんだ。 



パラ テム 

巴 剌帖木 はい。 

成 吉思汗 (夢み るよう に) 恋の 花 は、 まだまだ 固い 

つぼみ 

蕾 だな。 だが、 初恋の 女が できたら、 すぐ おれに 言 

うんだ ぞ。 必ず 一緒に してやる からな あ。 初恋に 敗 

れ ると、 生涯 砂漠の 風が 身に 沁みる ぞ。 (突然、 叱り 

つける) 馬鹿つ！ 貴様、 何 を 聞いて いるんだ！ 

巴 剌帖木 はび つくりして 後ろに 退る。 忽必来 は 

銅鑼 を 持って 下手に 進み、 まさに 一打ち 打とう 

とする 時、 

木 華 里の 声 (下手 遠くより) しばらく、 しばらくお 

待ち を —— 。 



忽必来 おお、 木 華 里 だ、 木 華 里が 帰って来た 

木 華 里 二 同 驚喜す る 中 を龃け 込んで 来て) 殿！ 

およろこび 下さい。 ほどなく これへ、 合爾合 様が お 

見えになります。 

みな 歓声 を 揚げる。 

成 吉思汗 (嬉し さと 悲し さが 交錯して) そうか。 

合爾 合が 来る。 そうか、 合爾 合が 来る のか。 (せせ 

ら 笑って) 手前が 助かりたい ばっかりに、 大事な 女 

房 を 捧げて 命乞いす る。 ふふん、 可哀 そうに 合爾合 

も、 下らね え 男と 一 しょに なった もの だ。 (哄笑) お 

い、 皆 聞いた か。 数年 越しの おれの 恋 を 叶えに、 い 



ま合爾 合が 独りで ここへ やって来る そうだ。 進発 は 

見合せ だ。 どうで え！ 喧嘩に 強い 奴 あ 恋に も 強い 

ぞ。 長の 思いの 霽れる 夕べ だ。 哲別、 速不 台、 酒 仏 

しゅうげん 

の 支度 をし ろ。 花嫁花婿 のために、 祝言の 席を設 

けろ、 あつまつ まつ ま。 

力 カリび 

一 同 は 右往左往して 準備に かかる。 篝火は 一 度 

に 燃え盛る。 

汪克児 (成吉 思 汗の 前に 進んで、 妙な 手つき をして 

月 を 仰ぐ) 曇り、 後 晴れ。 ああ、 好い 月 じ やな あ。 

つね 

(自分へ) これ、 外道、 口が軽い ぞ。 (おのが 口 を 抓つ 

とんぼが え 

て、 蜻蛉返り を 打つ) 



成 吉思汗 (独り言の ように) 長年 想い を 懸けた 女が 

いくさ 

来る 晚に、 軍な どと、 そ、 そんな 殺風景な ことが で 

きる か。 こんな、 鎗 だの、 楣 だの、 (とそ こらに 組み 

合わせて 立てて ある 武器、 馬具な ど を 蹴散らす) 今 

めざ わ 

夜 あ、 こんな 物 あ 眼 触り だ。 婚礼の 席に は 邪魔 もの 

だ。 早く 片 づけて しまえ。 

皆 浮きう きしながら、 焚火の まわりに 獣皮 を 敷 

き、 酒宴の 座 を 設ける。 

成 吉思汗 (焦い らして) 兵卒 一同に も、 今宵 は 振舞 

い 酒 だ。 たん まり 飲まして やれ。 

消 魂し い 野犬の 吠え声 起る。 歩哨 一人、 鹿の 皮 



を 被った 合爾合 姫の 前に 立ち、 二 名の 兵士、 姫 

の 左右から 抜 身の 槍 を 突きつ けて、 下手から は 

い つ て 来る。 

歩哨 ただいま、 かような 怪しの 者が、 御 陣屋 近く 忍 

び 寄る ところ を、 発見いた しました。 こいつ！ (と 

鹿の 皮 を 引き 剝ぎ、 姫 を 前へ 押し やる) 

力 ル 力 ジンギスカン ぎょう ぜ ん 

合爾 合と 成 吉思汗 は、 凝然 と 眼 を 見詰め 合う。 

長い間。 一 同 無言。 

成 吉思汗 (侮蔑 を罩 めた 合爾合 姫の 視線に 負けて、 

眼 を 外ら しつつ) よく、 よく 来られた。 しばらくぶ 

り だね え、 合爾 合。 



速不台 や あ、 来た、 来た。 合爾合 様、 成 吉思汗 さま 

は、 今夜と いう 今夜 を どんなに かお 待ちな された こ 

とか。 

汪克児 (合爾 合 姫の 手 を 取る) さ、 さ、 花嫁 さま は、 

こちらへ、 こちらへ 

合 爾合姫 (その 手 を 振り放って、 成吉思 汗の 前へ 進 

む。 憎悪に 顫えて) お 久しぶりで ) J ざい ま す、 

ジ/ ギス カノ 

成 吉思汗 様。 今 あなた さまのお 名前 は、 砂漠よりも 

こうあい はいかい 

広く、 抗愛 山脈よりも 高い 勢い、 砂漠 を 徘徊す る 虎 

と 申せば、 あなた 様の ことと 伺い ましたが、 偉い 大 

将 におな り 遊ばした もので ございます。 (皮肉 を罩 



めて) 昔の 合爾合 は、 こうして 今、 敗軍の 将の 妻と 

して、 軍門に 引かれて まいりました。 (感 きわまつ 

て 膝 を 突き、 心 を 絞って) その代り、 どうぞ 良人 を 

ジャダ ラン 

はじめ、 札 荅蘭族 一同 をお 助け 下さい ますよう。 

ジ ンギス カン うなず 

成 吉思汗 は 打 たれて、 黙して 頷 首く。 一 同席に 

きた 

就く。 兵卒ら、 酒肴な ど 運び 来る。 

汪克児 (姫 を 押し やって 成吉思 汗の 隣り へ 坐ら せる) 

さ、 花嫁 さま はこ こへ。 なにもそう 恥 かしがる こと 

はない。 ようよう、 似合いの 御 夫婦、 内裏雛！ (手 

を拍 つ) 

みな 笑い 崩れる。 成吉思 汗と 合 爾合姫 は 中央の 



しょうぎ 

篝 火の 正面に、 並んで 床几に 掛ける。 猛虎 

タヤ ン 力 ン ジ ンギス カン オング ル 

太陽 汗 は 悠然と 成吉思 汗の 傍に 坐る。 汪克児 は 

独りで 戯け まわる。 

成 吉思汗 (上機嫌に) 今日 第一 の 殊勲 者 は、 木 華 里 

ム カリ さかずき や 

だ。 それ、 木 華 里、 盃 を 与る ぞ。 

木 華 里 いえ、 どうぞ そのお 盃は、 まず 合爾 合さ まへ。 

成 吉思汗 うむ、 そうだつ たな。 花嫁に ささんで は、 

この 場の 固めが つかない。 合爾 合、 あれ 以来 あなた 

V ノ ギ J> ノ 

を 慕いつ づ けて きた 成吉思 汗の 盃 です。 快く 受け て 

下さい。 

オング ル ひとりみ 

汪克児 姫 一人 を 思って、 今まで 独身 をお 守りな され 



た 大王 様のお さかずき じ や。 めでたい、 めでたい！ 

合 爾合姫 (覚悟 を 決めた 態) はい。 それで は、 頂戴 

いたします。 

小姓 巴剌帖 木が 酌しょう とする。 

木 華 里 今日 第一の 殊勲 者と いうお 言葉に 甘えて、 お 

酌 は、 かくいう 私が I 。 

一 同 爆笑す る 中に、 姫 は、 止むな く 涙と ともに 

盃を 受けて、 返す。 

成 吉思汗 おれ は どんなに この 宵 を 待ち望ん でいた こ 

とか。 皆 も 笑って くれるな。 砂漠の 虎 だって、 情 を 

解し ない もので はない —— 天幕に 照る 月、 兜に 置く 



同時に、 兵士ら 五六 人、 赤、 黄、 紫な どの 小 旗 

-ノ ノギス 力 , 

のつ いた、 抜 身の 槍 を 振る つて、 成 吉思汗 陣中 

の 名物、 槍 躍り を 踊る。 成 吉思汗 は その 間、 た 

えず 淋しそう な 微笑 を 浮かべ、 とも すれば 考え 

込む が、 そのよう す を 人に 覚られ まいと、 気が 

ついた ように 合爾合 姫へ 笑い かける。 姫 は 終始 

首 垂れて、 一語 も 発しない。 

成 吉思汗 もっと 何 かやれ。 もっと 酒 を 持って来い。 

誰か 合 爾合姫 を 笑わせる 者 はない か。 (単純に、 そ 

カル 力 ジャダ ラン 

して 懸命に) さあ、 合爾 合、 札荅 蘭の 城と 違って、 

この 成吉思 汗の 陣中に は、 何でもあります。 ほら、 



この 鹿の 腿 肉 を 味わって は 下さらぬ か。 これ は 狼 汁 

です。 いや、 この 好 皮 子 は、 成 吉思汗 陣中の 自慢の 

もの だ。 いくらでも 召 上って 下さい。 

者勒瑪 さ、 羊が まいりました。 

と 蒙古 鍋 を 持ち込み、 焚火の 上に 羊肉 を焙 る。 

一同 は 剣の 尖に 突き 差して 立食す る。 月い よい 

ょ瑰 える。 

汪克児 あっしが 一 つ、 姫 を 笑わせて 御覧に いれよう。 

(と 滑稽な 身振りで、 唄う) 怖い ものづくし を 申そう 

なら、 蒙古 名物 砂漠の 竜巻、 駱駝の 喧嘩に 暗夜の 狼、 

かか りんき ジ ンギス カン 

鳴 あの 恪気、 いや、 いっち 怖い は 成 吉思汗 様の 一 睨 



み —— おや！ これで もお 笑いに ならない。 (さま 

ざまの 物真似 やお 道化た 踊りで、 必死に 狂い まわる) 

成 吉思汗 駄目 だ、 駄目 だ！ 姫 はま だ 笑わない ぞ。 

こんな ことで は、 まだ 饗応が たらぬ。 誰か 合 爾合姫 

を 笑わせる もの はない か。 笑わせた 者 は、 大名に 取 

リ たてて やる。 (だんだん 興奮して) ほら、 この 剣 を 

やる！ いや、 この 兜 も 与る。 あの、 おれの 馬 もく 

れて やる ぞ。 笑わせろ、 笑わせろ！ なんとかして 

合 爾合を 笑わせろ！ 

オング ル せんど 

汪克児 はこ こ を 先途と おかし 味た つ ぶりに、 

踊ったり 跳ねたり する。 



成 吉思汗 (汪克 児が きりきり舞い を すれば する ほど、 

ますます 憂鬱になる。 突然 怒り を 含んで) えいつ、 

止めい つ！ 

オング ル いき 

汪克児 はべたん と 尻餅 をつ いて、 肩で 呼吸 をす 

る。 

.V ノ ギ ス カノ 

成 吉思汗 面白く もない。 姫 を 笑わす どころ か、 こら、 

見ろ、 ますます 沈んで しまった じ やない か。 見苦し 

い 奴 だ。 あっちへ 行けつ！ 

顔色 を 変えて 突つ 起つ。 長老 哲別、 その 雲往き 

を 察して、 追い立てる ように 将卒 一同 を 引き取 

ら せる。 そして 手早く 合 爾合姫 を 案内して、 



成吉思 汗の 天幕へ 伴れ 去る。 成 吉思汗 は 辺り を 

睨め 廻した のち、 つと 天幕へ はいる。 虎が の そ 

りと 立って 後 を 追う。 小姓 &剌帖 木が 続こうと 

すると、 

オング ル パラ テム 

汪克児 巴剌帖 木！ これ 

と 眼 配せ して 止める。 そして、 不審 顔の 

巴剌帖 木の 手 を 引き、 道行きの おかし 味よ ろし 

く、 下手へ 引っ込む。 舞台 無人。 篝リは 消え か 

かって、 正面 天幕の 内部に、 明るく 灯が 映り、 

大きな 虎の 影が 揺れる。 長い間。 幕。 



射し 込んで、 舞台 は ほの 明るい。 幕 開く と、 

合爾合 姫が 舞台 中央に 上手 を 向き、 うな 垂れて 

立って いる。 

成 吉思汗 (その 背後に ぴたりと 立って いる。 長い間。 

別人の ように 静かに) 合爾 合、 ほんと に 久しぶり だ つ 

たねえ。 君 はちつ とも 変らない。 

姫の 首筋 を じっと見 つめて、 うしろから 抱き 竦 

めようと する が、 はっと 自ら を 制する。 

合 爾合姫 (突如 憤然と) あなた も、 ちっともお 変り 

-ノ ノギス.？ ノ 

にな リ ません わ。 昔のと おりの、 乱暴者の 成 吉思汗 



—— 。 (きっと 振り返って) あなた は 鬼です！ 悪 

魔です！ なぜ その 力自慢の 腕で、 いまこ こで 妾 を、 

打って 打って 打ち殺して しまわない のです！ (泣 

く) 

V ンギ 力 ノ 

成 吉思汗 (苦しそう に) もう 夜が 更ける。 あそこの 

寝台へ 行って、 ゆっくり 休む がいい。 不自由な 籠城 

が 続いて、 さぞ 苦しかった ことでしょう。 そう 言え 

ば、 すこし 瘠せた よう だが —— 。 

合 爾合姫 は、 顔を掩 つて 寝台に 進み、 静かに 羊 

の 皮の 上に 身 を 横たえ、 近寄って 来たら 一 突き 

と、 それとなく ふところの 瞎 剣 を 握り締めて 身 



構える。 憎悪に 満ちた 眼で、 成 吉思汗 を 凝視め 

る。 

成 吉思汗 (皮肉に) 御主人 はいかが です。 最愛の 妻 

を、 こうして 一人 敵の 陣中へ 寄越して、 みずから 助 

かろうと する 札 木 合、 おれ は、 あなたの ために あい 

つ を 憎む。 あい つ を 呪う。 

合 爾合姫 いえ、 それ は 違います。 妾 は あの人に 隠れ 

て、 そっと 忍び 出て 来たので す。 

ジ ンギス カン おもて 

成 吉思汗 (面 を 輝かして) おお、 それで は あなた も、 

ジ ノギス 力 ノ 

この 長の 歳月、 この 成 吉思汗 を 想って いて 下された 

e ゝ o 

力 



合 爾合姫 (冷やかに) なに を 仰せられます。 妾 は あ 

なた のこと など、 思い 出した こと も ございません。 

(と噓 を 言う。 淋しく 笑って) 降伏の 条件に、 敵将の 

妻 を 所望な さるな どと は、 きょうと いう 今日 こそ は 

あなたと いう 人間に 愛想が つきました。 妾 は、 良人 

と、 城下の 人々 を 助ける ために、 来たので す。 (強く 

ジ ノギス 力 ノ 

寝台に 起き 上り、 きっと 成 吉思汗 を 睨み 据えて、 物 

体の ように 身 を 固く する。 もう 観念して、 自暴自棄 

的に すべて を 投げ だした こころ。 鋭く) 成吉思 汗！ 

勝ち誇った 成吉思 汗！ 何百 人、 何千 人の 犠牲に 

な つ てきた この 身体 を、 さ、 思う存分 にして 下さい！ 



さ、 なぜ 早く 自分の 有に しないの です。 (と 眼 を 瞑 

る) 

ジ ンギス 力 ン 

成 吉思汗 なに を —— 。 

と、 つかつかと 寝台へ 歩み寄る。 が、 姫の 覚悟 

に 気圧されて、 ぴたりと そこへ 釘 づけになる。 

凄まじい 間。 姫 は 堅く 眼 を 閉じ、 身動き もせず 

に、 成吉思 汗の 襲って 来る の を 待つ。 

成 吉思汗 (窒息 的な 間。 激しい 独り 語) おれの 気持 

を 察して、 部下が この 計らい をして くれたの だ。 お 

れは それ を 利用して、 この、 一度 はと 狙って いた 機 

会を摑 もうと した。 が、 おれに はでき ない。 そんな 



こと は、 おれに はでき ない。 (沈思。 突如、 自分に 呼 

びかけ て) おい！ 成吉思 汗！ 貴様、 どうかして 

るぞ。 貴様の 恋人 は、 戦争じゃなかった のか。 貴様 

は、 若い 血の すべて を、 軍馬の 蹴散らす 砂漠の 砂へ、 

投げ与えた はずで はない のか。 (壁の 大地 図へ 眼が 

行き、 龃け 寄る) おお！ (剣を抜いて 地図 を迪 る) 

この、 阿納、 客魯 漣、 宇 児 土砂の 三つの 河の 流れる 

おやじ ェ ス ガイ パ ァ トル 

奥 蒙古の 地 は、 貴様の 父親、 也 該速巴 阿 禿 児の 志 を 

起した 平野 じ やない のか。 これが 貴様の 恋 だ。 これ 

が 貴様の 全部 だ。 しっかり しろよ、 成吉思 汗！ (急 

に朗 かに) あは はは はは、 戦争 だ、 戦争 だ、 おれ は、 



戦争の ほか 何もの もない。 戦争 さえして いればい い 

人間なん だ。 合爾 合、 戦争の 話 をして あげよう。 ね 

え、 勇ましい 合戦の 話 を —— この 成 吉思汗 は、 鉄の 

額 をして いる ぞ。 剣の 嘴 を 持って いる ぞ。 まだ あ 

、> わお 

る、 槍の 舌 を 備えて いる。 巌 のよう な 心なんだ。 

いい か、 そうれ！ こうして、 環 刀の 鞭 を 揮い、 露 

を 飲んで、 敵へ 向って 風の ように 飛んで 行く の だ I 

o 

おの こ 

と 己が 気 を 紛らせようと、 全身の カを罩 めて、 

剣舞の ように 合戦の 仕草 をして 見せる。 合爾合 

姫 は 呆然と 見守って いる。 



成 吉思汗 ああ、 気が 散って 駄目 だ。 なに 糞つ！ (再 

,ン ノギス 力 / 

び 力を入れて、 大きく 身振り をす る) われ 成 吉思汗 

おもむ 

の 赴く ところ、 青草の 一 つ、 仔羊の 皮 だに 残さず。 

われ 怒りて、 五百尋 のと ころより 矢 を 射ら ば、 五 百 

人の 人 を 倒し、 九百尋 のと ころよ リ矢を 射ら ば、 九 

百 人の 人を斃 すべし II 。 (ふと 気づいて、 苦笑す 

る) と、 まあ、 世間で は 噂して いるよ。 や あ、 お寝 

み。 

子供の ように 快活に、 下手、 天幕の 出口に 坐り、 

膝 を 抱く。 

成 吉思汗 ああ 好い 月 だ。 砂漠に 照る 月の 美し さは、 



旅行者の 話に 聞いた、 遠い 東の 海と かいう もの を 思 

わせる。 (長い間) 

合 爾合姫 (寝台から 成 吉思汗 を 見つめながら、 半身 

ジ / f ス -T 'ノ 

を 起して) 成吉思 汗！ なにし に 妾 を ここへ 呼んだ 

のです。 

成 吉思汗 この おれの 心 は、 誰も 知らない。 誰も 知ら 

ない。 銀の 鱗と 騒ぐ 斡 児 桓と塔 米 児の 川 波が、 知つ 

ている ばかり だ。 うむ？ (合爾 合の 問いに 気づき) 

何のた めに、 あなた を ここへ 呼んだ？ はは はは は、 

それ は、 朝に なれば わかる だろう。 僕 はこ こで、 一 

,ノ ノギス 力 ノ 

晚中 あなた をお 守りす る。 成 吉思汗 を 信じて、 ゆる 



ゆるお 眠み になる がいい。 

寝台の 傍の 猛虎が、 いきなり 凄い 唸り 声 を 発す 

る。 

合 爾合姫 おお 怖い！ この 虎 を あっちへ 連れて行つ 

,ン ノギス 力 ノ 

て 下さい。 でも、 砂漠の 虎 成吉思 汗よりも、 妾に は 

この 虎の ほうが、 まだ 安全 かも 知れません わね。 

成 吉思汗 月が 照る と、 こいつ は 故郷の 山 を 思いだ し 

て、 吠える のです。 木 華 里！ 木 華 里 はいない か。 

天幕の 入口に、 巨漢 木 華 里が 現れる。 

成 吉思汗 あは はは は、 木 華 里、 われわれの 結婚の 夜 

タ ヤン カン 

の 邪魔 をす るの は、 この 心ない 太陽 汗 だよ。 連れて 



行って くれ。 

木 華 里 は、 長い 鞭 を ふるって 虎に 近づき、 大き 

く 床 を 打つ。 

ム カリ ナイ マ ン タ ヤン カン 

木 華 里 さあ、 出て 失せろ。 乃 蛮の 太陽 汗め！ (鞭 

の 音 唸る。 猛虎 は 怒って、 跳び かかり そうな 敵意 を 

示す) 

ジ ンギス カン タヤ ン カン ひと にら 

成 吉思汗 (静かに 起って 行って) 太陽 汗！ ( 一 白 睨 

みで、 虎 は 穏和し く 立ち上り、 木 華 里に 続いて 天幕 

の 外に 去る。 月い よいよ 照り返る) 

成 吉思汗 (元の 天幕の 出入口に 帰り、 床に 坐る) は 

* ノ ノ ス， T" / 

はは はは、 この 成吉思 か に は、 あなたに 対する 私の 



心中の 虎の ほうが、 あの 太陽 汗より どんなに 恐し い 

かしれ ない。 いや、 合爾 合、 なにも 怖がる こと はな 

いよ。 

と 膝 を 抱いて、 月に 見入る。 どこから か 兵士の 

かな こきゅう 

奏でる 胡弓の 音が 漂って くる。 姫 は 寝台に 身 を 

-ノ ノ ギ ス， T" ノ 

起して、 じっと 不思議 そうに 成 吉思汗 を 見詰め 

ている。 長い 沈黙が つづく。 咽ぶ ような 胡弓の 

調べ。 舞台 一面の 青白い 月光、 やや 傾き そめる。 

成 吉思汗 (ひと リ言 のように) あれから 何年になる 

お ま 

かな あ。 君 あ 記憶え ている かしら。 まだ、 僕のお や 

じ、 也 速 該巴阿 禿 児が 生きて いる ころ、 僕の 家と 君 



の 家 は、 森 ひとつ 隔てて いたね え。 

姫 は 意外な 面持ちで 聞き入つ ている。 

成 吉思汗 ええと、 あの 森 は 何てった つけな 何と 

いったつ けね、 あの 森 は？ 

合爾合 はつん と 横 を 向いて、 答えない。 

•/ ノ ギ ス カノ 

成 吉思汗 あの、 ほら、 真ん中 辺に、 こんな 大きな 樹 

が 三本 立って る 森 さ。 忘れた？ 

合 爾合姫 (素っ気なく) 存じません。 

•/ ノ ギ 飞 カノ 

成 吉思汗 そうかな あ。 あの 森 を 忘れた のかな あ。 僕 

あよく 覚えて るが な あ。 

合 爾合姫 (うっかり 釣り込まれて、 低声に) 黒雲の 



森 —— o 

•/ ノ ギ ス. T> ノ 

成 吉思汗 (膝 を 打って) そうそう！ 黒雲の 森、 黒 

雲の 森！ あの 森の 端れ に、 小川の あつたの を 思い 

出さない かい？ 

寝台に 突っ伏して、 姫 は 無言。 

成 吉思汗 忘れつ ぼいん だな あ。 あの、 そら、 僕が よ 

く 羊の群れ を 追って、 水 を 飲ませに 行った 川 さ。 岸 

に 水草が 一 ぱい 生えて、 春 さきなん か、 ぞっとす る 

ほど 冷い 水だった —— 月夜の 晚は、 あの 小川が 銀の 

帯の ように 光って 家の 窓から よく 見えた こと を 思い 

出す よ。 懐し いな あ。 



合 爾合姫 は 冷い 沈黙 を つづける。 

*/ ノ ギ 飞 カノ 

成 吉思汗 (突然 笑い こける) はは はは は、 そうそう、 

君 は 手桶 を 抱えて、 よく あの 川へ 水 を 汲みに 来た も 

の だね え。 そうしたら、 いっか、 ほら、 その 桶 を 川 

に 流して さ 。 

合 爾合姫 (相手になる まいと つとめながら、 つい 引 

き 込まれて) 桶じゃありません わ。 羊の 皮 袋でした 

わ。 

•, ノ ギ ス カノ 

成 吉思汗 いや、 桶 だよ。 

合 爾合姫 いいえ、 羊の 皮ぶ くろです わ。 

成 吉思汗 そうだった かしら。 なんでも そいつ を 流れ 



に 取られて、 君 は 岸に 立って しくしく泣い ていたつ 

け。 あの 時、 君 は 十 歳ぐ らいだった かしら。 そうだ、 

僕 はたし か 十七の 春 だ つたから な あ —— あの 森 も、 

小川 も、 きっと まだ あの ままだろう よ。 帰って みた 

いな あ。 

姫 はかす かに 涕泣 きを 洩らす。 長い間。 

成 吉思汗 思い出した ぞ。 僕 は あの 時、 川へ 飛び込ん 

で、 流れて ゆく 皮 袋 を 拾い上げた —— 。 

合 爾合姫 (顔 を 上げる。 頰に 涙が 光って いる) ええ、 

靴 をお 穿き になった まんまで —— 

成 吉思汗 そう！ そうしたら、 君ったら、 ずぶ濡れ 



になった 僕が、 川から 這い 上った 恰好が おかしい と 

言って、 泪のー ぱい 溜まった 眼で 笑った よ。 いま 泣 

力ら す 

いた 烏が、 もう 笑った、 はは はは は。 

合 爾合姫 (いつしか 全 的に 引き入れられて) 烏と い 

えば、 いっか、 妾の 家の 裏の 丘へ、 烏の 巣 を 取りに 

行った こと を 覚えて らし つ て？ 

成 吉思汗 烏の 巣？ いや、 あれ は 雀の 巣 だよ。 

合 爾合姫 あら 嫌 だ。 烏です わ。 あなたったら、 烏 を 

追っ払 うんだ つて おっしゃって、 お 父 様の 弓 を 持ち 

出して —— 

成 吉思汗 あ、 そうだった。 烏、 烏 —— あん 時 あ、 父 



親の やつに ひどく 怒られち やって ねえ。 烏 は、 蒙古 

では 神聖な 鳥 だからな。 

合 爾合姫 (すっかり 追憶 的に) あれから 随分に なり 

ます わね え こんな こと も ありま したわ。 覚えて 

らしって？ そら、 あなたが 狩獵 においで になって、 

弟の 合 撒 児 さまと 御 一 緒に、 妾の 父の 家へ 水 を 飲み 

にお 寄りに なった ことがありました わね。 

成 吉思汗 そんな ことがあった？ いつごろだった か 

しらん。 

合 爾合姫 あの、 ほら、 はじめて 沙摩魯 格 土から、 隊 

商の 着いた 年です わ。 



成 吉思汗 うむ、 可荅 安の 砂漠に、 珍しい 蜃気楼が 見 

える といって、 遠くから 見物人が 押し寄せた、 あの 

翌年だった ね。 

合 爾合姫 ええ、 そう —— あの 時 あなたったら、 妾に 

白樺の 杖 を 作つ て 下さる とお つ しゃ つ て 。 

.V ノ ギ スカノ 

成 吉思汗 そうそう！ 覚えて いる、 おぼえて いる。 

夏の 暑い 日で ねえ。 いや、 猛烈な 暑さだった な。 

合 撒 児の やつの 肩車に 乗って、 高い ところの 枝 を 折 

ろうとす る 拍子に、 手に 棘 を 刺して ねえ。 

合 爾合姫 ええ、 妾が 大騒ぎして、 母から 針 を 借りて 

取って さし 上げました わ。 



成 吉思汗 その 傷 あと をな めて くれた じゃあないです 

ゝ a 

力 

合 爾合姫 記憶え てら つし やる？ 

-/ ノ ギ ス. r 'ノ 

成 吉思汗 (じっと 自分の 指 を 凝視め る) 覚えて ると 

も。 誰が 忘れる もんか。 あの 時、 砂漠の 向う に 沈 も 

うとして いた 夕陽の 色まで、 いま 眼の 前に 見る よう 

だ。 

断続す る 胡弓の 音。 間。 

V ノ ギ ス x> ノ 

成 吉思汗 それから、 僕が 忘れよう としても 忘れる こ 

とので きないの は、 父の 也 速 該巴阿 禿 児が 泰赤宇 徒 

人に 攻められた 時、 あの 危急存亡の 場合に 僕 を 助け 



て くれたの は、 君だった。 羊毛 を 積んだ 車の 中に、 

三日三晩 僕 を 匿って、 君が その 番をして くれた —— 。 

合 爾合姫 泰赤宇 徒の 兵隊が、 あなたの 隠れて いらつ 

しゃる 羊毛の なかへ、 何度も 剣 を 突き刺す ので、 妾、 

はら はらしました わ。 

V ノ ギ スカノ 

成 吉思汗 それより、 滑稽だった の は、 いくら 捜して 

もい ない もんだ から、 泰赤宇 徒 の 奴ら が 君の 

瑣児肝 失喇の 荘園 を 出て 行って からさ。 やっと 車 か 

ら 這い 出して、 いや、 食べた、 食べた。 なにしろ、 

三日 目に 食い物に ありつい たんだから ねえ。 まった 

う ま 

く、 あの 時の 羊の 肉 は 美味かった な あ。 今でも 忘れ 



ない よ。 

合 爾合姬 ええ、 そうそう。 あなたったら、 いくらで 

も 召し 上 るんで す もの。 妾、 お腹が どうかな り はし 

ないかと 思って、 ずいぶん 心配し ました わ、 ほほ ほ 

成 吉思汗 あ、 笑った！ あ、 笑った！ 合爾 合が 笑つ 

た。 とうとう 合 爾合を 笑わせた ぞ、 あは はは はは。 

(ふと 心づ いて 冷静に 月 を 仰ぐ) ふむ、 おれ はいった 

い 何 を 言って いるんだ。 ああ、 向う の 山の端が、 か 

すかに 白み かけて 来た ぞ。 今日は あの 峠を越え て、 

ナイ マン カラ コル ム 

乃 蛮 国へ 攻め入る の だ。 都の 和 林 を 出てから、 も 



う 二月 あまりの 旅 だ。 人 も 馬 も、 すこしの 疲れ も 知 

ら ない。 ありがた いこと だ —— うむ、 そうだ。 陣中 

日記で もっける としょう。 

と 眩き つ つ、 軍装の 内懐から 一 冊の 帳面 を 出し、 

月の 光りで、 いつまでも 黙って 読み耽って いる。 

追憶で 感傷的に な つ た 合爾合 姫の 涕 泣きが 高ま 

，ン ノ ^c 1 ス 力 ノ 

る。 成 吉思汗 は 何も 耳に 入らない ように、 一 心 

に 読みつ づける。 長い 長い間。 合 爾合姫 は、 懼 

れ ていた こ ともなく 夜が 明けた ので、 ようやく 

* ン z ギスカ ノ 

成吉思 汗の 意 を 悟リ、 静かな 泣き声 を 放って 寝 

台に 伏す。 月 はすつ かり 落ち、 もう 砂漠の 彼方 



に、 早い 蒙古の 朝 ぼらけ が 動き 初める。 今まで 

一 望の 砂原と 見えた あたりに、 斡 児 桓の川 水が 

光つ て 見え はじめる。 

成 吉思汗 (ふと 暁の 色に 気づく が、 振り返り もせず 

ナイ マン 

に) ああ、 夜が 明ける。 乃 蛮 征伐 第一 の 朝 だ。 ああ 

愉快 だ。 合爾 合、 おれ は 昔の 羊飼いに 返って、 羊の 

群れ を番 する ように、 ー晚 君の 身体 を 守り 通した の 

だ。 

カレ. 5 ジ ノギス 4* ノ 

合 爾合姫 (寝台に 起き 上り) 成 吉思汗 さま！ あな 

たの 真意 は、 よく 解りました。 それほどの 深いお 心 

とも 知らず、 妾 は あなた を剌 すつ もりで 。 (と 



懐中の 匕首 を 抜き放ち、 己が 胸に 突き立て ようとす 

る) 

成 吉思汗 (龃け 寄って それ を 叩き 落す) 何 をす る！ 

君が 死んで は、 僕の 志 は 無になる。 さあ、 朝に なつ 

た。 いま 木 華 里に 送らせ ますから、 どうぞ、 城 中へ 

お引き取り 下さい。 

合 爾合姫 (じっと 成 吉思汗 を 凝視め て) 妾の 心が、 

恥 かしゅう ございます。 いえ、 良人 札 木 合の あなた 

に対する 気持ち も、 恥 かしゅう ございます。 

,ソ ノギス カノ 

成 吉思汗 いや、 そう 言われる と、 こっちが 弱る。 お 

れ こそ 恥 かしい。 白状す るが、 おれ は 初めは、 決し 



て 君 を 清く 帰す つもりではなかった の だ。 が、 この 

天幕で 二人き りに な つてみ ると、 おれ は、 自分が もつ 

と 大きくなら なければ ならない こと を 知った。 いや、 

この おれ は、 もっと 大きな 人間で ある こと を 発見し 

たの だ。 おれに それ を 教えて くれたの は、 合爾 合、 

あなた だ。 僕 は その 点で、 あなたに 感謝す る。 

木 華 里！ 木 華 里！ (戸口に 木 華 里が あらわれる) 

合 爾合姫 を 城 へ お送り 申せ。 

木 華 里 はつ。 

合 爾合姫 (今 さらの ように、 懐かし そうに 心 を 残し、 

別離 を 惜しむ) それで は、 どうぞ 御 無事で 乃 蛮 を 御 



征伐 下さい ませ。 もう 二度と お 眼に かかる こと も ご 

ざいますまい。 陰ながら 御成功 をお 祈り 申して おり 

ま ^9 

と 会釈し、 悄然と 木 華 里に 伴われて 去る。 

成 吉思汗 (追おうと する の をぐ つと 堪えて いるが、 

必らず 戸口まで 走って) 合爾 合！ 達者で 暮らせ。 

札 木 合に よろしく とな。 (じっと見 送る。 長い間。 

やがて 快活な 独り 語) ああ、 これでよ かった。 これ 

で さっぱり とした。 これで、 おれの 胸 は 晴れた。 さ 

あ、 阿納、 客魯 漣、 宇 児 土砂の 三つの 河の 流域 を わ 

カラ コル ム 

が 手に 収めて、 和 林へ 凱旋す る だけ だ。 今日は そ 



ナイ マン タ ヤン カン 

の 覇業の 第一 日 だぞ。 おい！ 乃 蛮の 太陽 汗 先生！ 

出て 来い！ (虎 を 呼ぶ) 

舞台 一 ぱいに、 眼の 眩む ような 金色の 朝日。 美 

しい 朝 だ。 声に 応じて 猛虎が 走り込んで くる。 

ジ ノギス り ン 

成 吉思汗 は 嬉しくて たまらな さそう に、 その 虎 

の 耳 を摑ん で、 頰を 平手打ちに する。 

成 吉思汗 (虎へ) どう だ、 えらいだろう、 おれ は！ 

はは はは はは、 いい 気持ち だな あ。 さっぱりしたな 

あ。 どうで え、 恐れ入ったろう、 はつ はつ は。 

と 虎の 口へ 拳固 を 押し込んだり などす る。 巨大 

な 虎が 猫の ごとく 成 吉思汗 に 跳びつ く。 



成 吉思汗 は 絶えず 呵々 大笑しながら、 上に なり 

下にな リ、 虎と 一 しょに 天幕 狭し と 転げ 廻る。 

幼児の ように 猛虎と じゃれる。 長老 哲 別が 蚯け 

こんで 来る。 

ジ ェ ベ タ ヤン カン 

哲別 おお、 太陽 汗 はこ こに —— 。 

.V ノ ギ ス カノ 

成 吉思汗 (虎の 下にな つて 戯れつつ、 仰向けに 寝た 

おやじ 

まま) おい、 親！ いい 天気 だな あ。 でかけよう 

じ やねえ か。 すこし は 気持ちの いい 戦争 もさせて く 

れょ。 

哲別 合 爾合姫 は？ 

成 吉思汗 もう 帰った よ。 



ジ エベ ナイ マン 

哲別 それで は、 いよいよ 乃 蛮 国へ —— 。 

成 吉思汗 (がば と 撥ね 起る) うむ、 進発 だ！ 

哲別 はつ。 

と 一 隅から 銅鑼 を 持ち出し、 天幕の 入口に 立つ 

てとうと うと 打ち鳴らす。 天幕の 外、 にわかに 

騒然と し、 武器の 音、 軍馬の いななき、 蹄の 響 

き、 蒙古 犬の 吠え声。 弟 合 撒 児 を 先頭に、 忽必 来、 

速不 台、 小姓 巴剌帖 木、 その他 参謀 等 多勢、 ，. 厳 

しき 武装に て馳せ 入り、 成吉思 汗の 前に 整列す 

る。 同時に、 兵卒ら 多勢 走り 廻って、 ばた ばた 

と 天幕 を 畳めば、 斡ぼ桓 河の 向う に、 抗愛 山脈 



が 旭に 光り、 舞台 一 面の 広場と なる。 

成 吉思汗 (小姓の すすめる 兜 を 被り、 鎧の 胴 を 締め、 

手早く 軍装 を 凝らしつつ) さあ、 今日は 抗愛 山脈 だ 

ぞ。 貴様た ち、 腕が 鳴る だろう。 (一 種の 点呼) 

合 撒 児の 手 は、 十本の 指が みな 毒蛇、 哲 別の 白髪 は 

針鼠、 忽必 来の 胸 は 鉄の 楣だ。 速不 台の 脚 は、 千里 

を往く 牡鹿の それと、 敵の 陣中で 評判して いる ぞ。 

今日 こそ は、 ちっと は 軍ら しい 軍が 出来そう だ。 

汪克ゅ (人の 脚の 間から 顔 を 出して) 大将！ あつ 

し を 忘れる つての あねえ ぜ。 

成 吉思汗 うむ、 芋虫が いたな。 はは はは は、 貴様の 



瘤 は、 駱駝 も 顔負け だ。 

一 同 爆笑。 成吉思 汗の 白馬が 者 勒瑪に 引かれて 

来る。 成 吉思汗 は 無造作に 飛び乗る。 嘵 々 た 

る 喇叭の 音 起る。 舞台 全面の 軍勢、 勇み立つ。 

,、/ ノギ If* .5 ノ 

成 吉思汗 (馬上に 剣 を 引き抜き 進軍！) 

ちょうしょう オング ル 

騒然たる 物音の 中に、 猛虎の 長 嘯。 汪克 児が 

何度も 馬から 転げ落ち ている。 幕。 

第三 幕 第 一 場 

ジャダ ラン 

札荅蘭 城、 城門の 景。 砂漠の なかに 濠 をめ ぐら 



男 三 札 木 合の 殿様 は、 もう 気違いの ようにな つてい 

る。 おお、 ここまで、 殿様の どな リ 叫ぶ 声が 聞え て 

来る よう だ。 

男 四 しかし、 殿様の 御 心中 を 察する と、 それ も 無理 

力な レなぁ 

男 五 軍に は 負ける。 奥方まで 奪ら れる じゃあ、 まつ 

たく、 浮かぶ瀬がない よ。 

女 二 (遠く を 指さして) あれ あれ！ 成 吉思汗 軍で 

は、 にわかに 天幕 を 取り毀しました わ。 急に 出発す 

るんで しょうか。 

男 六 おお、 ほんと だ！ いよいよ この 城の 囲み を 解 



いろうと する。 その、 憑き もので もした ような 

様子に、 一 同啞 然として、 無言で 道 を 開く。 

タイ チャル カル 力 

台 察 児 (いきなり 合爾 合の 腕 を摑ん で) 嫂 上！ よ 

くも 思いきって、 こんな 汚らわし いこと をな され ま 

したな。 どの 面 下げて 帰って来られた。 さ、 兄 上が 

お待ち かね だ。 

と 遮二無二 引きずって 城 中へ 拉し 去る。 避難民 

の 群れ は、 感謝の 心 を 現すべく、 われがちに、 

手に 手に 合爾合 姫の 袖、 裳裾な ど を 押し戴きな 

がら 続く。 入れ違いに 城門より、 従者に 荷物 を 

担がせた 金の 商人、 および、 花 剌子模 の 〔# 



「花 剌子模 の」 は 底本で は 「^刺子 模の匕 回々 教伝 

道師、 転がる ように 走り出て 来る。 

商人 (城内 を 振り返って) お 痛 わしい こと だ。 あの 

方のお 陰で、 われわれ 一同 命拾い をした の だが、 さ 

て、 奥方 様のお 身 は、 どうなる こと やら 。 

従者 人の ことな ど 構って はいられ ませぬ。 一月 振リ 

に 城 を 出る ことができた。 早く 隣り 村まで 行って、 

何 か 食い物に ありつかねば ならぬ。 ああ ひどい 目に 

遭った。 もう 蒙古の 旅 はこ リ ごり だ。 

僧侶 戦いの 捲き 添い を 食って、 悪夢の ような 一月 を 

送り ましたな あ。 いや、 荒天 を くらった 乗合い 舟、 



大刀 を 揺すぶって、 物凄い 顔で 往 きつ 戻りつ し 

力た 

ている。 侍女 二三、 隅に 集まって 恐怖に 震えて 

いる。 

タイ チャル 

台 察 児の 声 (正面 露台の 上手より、 近づく) こらつ！ 

貴様ら は 何し に 後に ついて 来る の だ。 乞食 ども！ 

ぶった 斬る ぞ。 

と 避難民 を 追い散らしつつ、 合 爾合姫 を 引つ 立 

てて 入って 来る。 合 爾合姫 は 昂然と 面 を 上げて、 

良人 札 木 合の 前に 立つ。 侍女ら、 「ああ、 奥方 

様！」 と 走り 寄ろうと する が、 「彼方へ 行け」 と 



タイ チャル 

の 台 察 児の 険しい 眼く ばせ に 驚き 怖れ、 そそく 

さと 室外に 去る。 

ジャム 力 カル 力 タイ チャル 

札 木 合 (合 爾合を 白 睨みながら) 台 察 児、 お前 は あ つ 

ちへ 行って おれ。 

タイ チャル カル 力 

台 察 児 は 露台 上手へ はいる。 合 爾合は 首 垂れて 

いる。 間。 

札 木 合 (後退り しつつ 狂的に) 何し に 帰って来た、 

合爾 合、 何し に 帰って来 たの だ。 貴様、 よくそう やつ 

て おれの 前に 立てるな。 もう 貴様 は、 昨日までの 貴 

-ノ. .-■ .p ス. P- / 

様で はない。 敵 将成吉 思 汗に —— 。 (蒼白に 顫えつ 

つ) これ、 合爾 合、 おれの 心 も 知らずに、 よくも こ 



んな差 出が ましい こと をして くれたな。 貴様 は、 城 

の身替 りに 立った という 喜び、 城下の 百姓 町人 ども 

の 犠牲に なった という 心の 慰めが あるだろう が、 お 

れは、 こ、 この おれ は —— えいつ！ 何とか 言え！ 

何とか 言わぬ かつ！ 

合爾 合の 肩 を 摑んで 揺すぶる が、 は つ と 気づ い 

て その 手 を 放す。 

札 木 合 (ヒステリックに) えいつ、 汚らわしい！ 

そ、 その 肩 を 成吉思 汗め が 抱いた のか —— ああ、 お 

れは —— 妻の 身体で 敵に 許し を 乞うた、 こ、 このお 

れの 苦し さは、 ど、 どこへ 持って行けば いいの だつ！ 



合 爾合姫 (冷やかに) 誤解で ございます。 いかにも、 

妾 は 成吉思 汗の 陣屋に 一 夜 を 明かし はいたし ました 

けれど、 あの人 は 妾に、 指 一本 触れませんでした。 

札 木 合 なに、 指 一本 触れなかった？ 指 一本 ふれな 

かった？ はは はは は、 だ、 誰が そんな こと を 信じ 

る もの か。 これ、 合爾 合！ 城 も 民 も 何もかも 失つ 

て も、 わしに はお 前が あると 思って いたのに、 軍に 

は 負け、 お前まで 辱 しめられて —— ああ、 おれ は ど 

うすれば いいの だ！ 

合 爾合姫 (必死に) どうぞお 聞き 下さい まし。 妾の 

申し上げる こと を、 お信じ 下さい まし。 成 吉思汗 は 



妾 を、 敵将の 妻と して、 厚く 礼遇して くれました だ 

けで、 ほんとうに 何事 も ございません でした。 

札 木 合 (合 爾合を 突き 退けて) 姦婦！ 

合 爾合姫 (冷笑) まあ、 何 を おっしゃ います。 たか 

が 女 一人の ことで、 一城の 主と もあろう 方が、 そん 

なに 取り乱され ると は、 ちと 見苦しく は ございませ 

ン ゝ o 
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札 木 合 ええい、 言うな、 姦婦！ おれ は 貴様に、 死 

に 勝る 苦しみ を 味わされ たの だぞ。 うぬ、 そこ 動く 

なつ！ 

発作的に、 長 剣を抜き 放つ。 



合 爾合姫 あれ、 あなた、 狂気され ました か。 そのよ 

V ン ギ SI"" カン 

うなお 心で は、 こうして 成吉思 汗の ために 打ち負か 

される の も 当り前、 ああ 情ない —— 。 

札 木 合 ええい、 乱心で もよ い。 狂気で もよ い。 な 

に？ なに？ うむ、 わかった！ 貴様なん だな、 

*/ ノ w^, ス 力 ノ 

成 吉思汗 を 想って いたな。 いや、 き やつ を 慕って い 

るな。 あつ、 そうだ！ 貴様、 前から、 昨夜の よう 

な 機会 を 待って いたのだろう。 (嫉妬に 狂って) さあ、 

• ン ノギスカ ノ . ノノ *cl ス. f," ノ 

言え。 成 吉思汗 を 思って いるか、 成 吉思汗 を 恋して 

いるか、 言え！ 言え！ 言わぬ か。 おのれ、 これ 

でも かつ！ (やにわに ばっさり 斬りつ ける) 



合 爾合姫 (深 傷 を 押さえて よろめきながら、 夢み る 

ような 顔。 間) —— 成吉思 汗！ 

ジャム 力 

札 木 合 何い つ 

また 一 刀 を 浴びせる。 合 爾合は にっこり 笑って 

落 入る。 札 木 合 は 呆然と 妻の 屍 を 見下ろして 立 

つ 時、 遠く 進軍 喇叭の 音が 起り、 開城 を 喜ぶ 部 

落 民の どよめきが 湧く。 露台の はるか 向う の 山 

間に、 白い 旗が 小さく 揺れながら、 長く つづい 

て 登 つ て 行く のが 望見され る。 札 木 合 は 魂 を 落 

したよう に、 ふらふらと 立って いる。 台 察児龃 

け 入って 来る。 



タイ チャル ジ ンギス カン 

台 察 児 兄 上！ ただいま 成吉思 汗が、 不敵に も、 単 

身 城へ 乗り込んで まいりました。 (合爾 合の 死骸に 

気づき) おお！ 兄 上！ 嫂 上 をお 手討ちに 

札 木 合 なに？ 成吉思 汗が？ (と 勢い込んで) こ 

の 上 おれ を 嘲弄しょう というの か。 よし！ 

タイ チャル なます 

台 察 児 兄 上、 嫂 上の 仇です。 畜生！ 膾に 刻んで 

やる！ 

タイ チャル 

と 台 察 児、 露台の 上手へ 向って 剣 を 振り、 合図 

する。 槍、 抜刀 を 携えた る 城兵 五、 六 人、 そつ 

と 出て 来て、 露台の 中仕切りの 陰に 潜み、 伏兵 

ジャム 力 タイ チャル 

となる。 札 木 合と 台 察 児 は、 あわただしく 眼で 



相談し 合い、 その 中仕切りに 懸けて ある 旗 を 

取って、 合爾 合の 死体 を 覆い、 また その上に 王 

座の 後ろの 丈 高き 一 一枚 折りの 剌繡屛 風 を 持ち 

来って 横 ざまに 被せ、 屍骸 を 隠す。 そうして、 

両人 気 を 配って 待つ ところへ、 下手の 扉より、 

総大将の 武装 美々 しき 成吉思 汗、 微笑 を 含んで 

足早 やに はいつ て 来る。 

成 吉思汗 (快活に) や あ、 札 木 合。 長い間 ％| めて す 

まなかつ たな、 はは はは は。 おれ は 君に、 どうして 

も 告白し なければ ならない ことがあって、 途中から 

単騎、 馬 を 飛ばして 引き返して 来たの だ。 



札 木 合 うう む、 こんなに おれ を 踏み潰しても、 なお 

飽きたら ず、 まだ この 上に、 おれの 顔へ 唾 を 吐き か 

けようと いうの か。 面と 向って 嗤 おうとい うの か。 

さ、 嗤ぇ！ さ、 笑って くれ！ (詰め寄る) 

タイ チャル 

台 察 児 は 刀の 鯉口 を 切り、 隙 あらば 斬りつ けん 

と 身構える。 

成 吉思汗 (平然と) おれこ そ 君に、 嗤 つても らおう 

と 思って 来たの だ。 この 顔に、 唾 を 吐き かけて もら 

おうと 思って 来たの だ。 おれの 話 を 一通り 聞いて か 

ら、 どんなに でも 笑って くれ —— まあ、 聞け。 この 

一と 月の 間、 守る 君 も 苦しかった ろうが、 攻める お 



(自分 を 責め、 蔑む ように、 強く) 敵 将の妻 を、 一 夜 

貸せと いう —— 。 (ぴたりと 札 木 合の 前に 坐って、 

男らしく 両手 を 突く) 札 木 合つ！ 悪かった！ 許 

して くれ！ おれ は 昨夜、 月の 洩る 天幕の 中で、 良 

人の ため、 民の ため、 身 を 捨てて 氷の ように 冷たく 

なって いる、 あの 合爾 合の あの 合爾 合の 眼 を 見 

ス / ス 力 / 

た 時、 おれと いう 人間が、 この 成吉思 汗と いう 男が、 

どろ わらじ 

泥 草鞋の ように 汚く 見えた の だ。 毛虫の ように 醜く 

見えた の だ。 (心からの 声) 神の ように 崇高 い 

合爾 合の 心と 身体に、 どうして この おれが、 指 一本 

さす ことができ ようか —— 。 (間) あの 抗愛 山脈の 



肩に、 ぼうっと 暁の 色が 動き 初める と 同時に、 おれ 

の 心に も、 夜が 明けた。 おれ は合爾 合に 負けた。 

-/ .? 力 レ 力 

札 木 合！ 君 は 幸福な 男 だ。 合爾 合の ような 立派な 

女 を 妻に 持って いると は、 (こころの 底から) おれ は 

ほんとうに 羨ましい ぞ。 

ジャム 力 タイ チャル 

札 木 合と 台 察 児 は、 うなだれて 聴き 入って いる。 

成 吉思汗 札 木 合！ このまま 行って しまう こと は、 

おれに はどうしても できなかった。 おれ は、 君の 前 

あやま 

に、 こうして、 手 を 突いて、 心の底から 謝罪り に 来 

たの だ。 どうか、 許して くれ。 な、 どうか 許して く 

れ。 



札 木 合 兄弟 は、 呆然と 佇立して いる。 

V ノ ギ 飞 カノ 

成 吉思汗 (朗 かに 起ち 上って) ああ、 これで さつば 

りした。 身体 中の 汚れ を 洗い流し たような 気がする。 

(友達に 対する ように、 無邪気に) では、 札 木 合、 

ナイ マン 

乃 蛮 を やっつけて、 帰りに はきつ と 寄る よ。 その 時 

は、 合爾 合と 二人 揃って、 おれ を うんと 御馳走して 

くれよ。 きっと だよ。 じ や、 さいなら つ！ 

少年の ように、 気軽に 行こうと する。 札 木 合の 

ぬきみ 

手から、 ばたん と 抜刀が 落ちる。 

札 木 合 (喘いで) 成吉思 汗！ 待って くれ！ 

成 吉思汗 何 だ。 何 か 用 かい？ (軽く 引つ 返して 来 



る) 

札 木 合 はた まらず 龃け 寄リ、 成吉思 汗の 腕 を 握 

り、 涙の 無言で 屍骸の 傍へ 引っ張って くる。 そ 

して、 手早く、 死体 を 隠して ある 屛風を 除る。 

旗で 覆った 合爾合 姫の 屍が 現れる。 

ジャム 力 ジ ンギス カン 

札 木 合 成吉思 汗！ 見て やってくれ！ 

ジ ンギス カン ひざまず 

成 吉思汗 は 跪いて、 静かに 旗 を 取る。 愕く。 

札 木 合 (崩 折れて、 断腸の 思い入れ) おれ は、 おれ 

は、 なんという 愚か者 だ！ おれ は、 おれの 手で、 

掛け 換えの ない 珠玉 を 壊して しま つたの だ —— 。 

(と 突っ伏す) 



成 吉思汗 (ぐっと 起つ。 悵 然と 屍骸 を 見下ろして、 

長い間) 合 爾合は 死んだ。 合 爾合を 殺した の は —— 

成吉思 汗の 向う ところ、 砂漠の 風 さえ 避けて 通る に、 

この 一輪の 散る 花 を、 人間の 力で は 止め 得なかった 

か —— 夢 だ、 砂漠の 夢 だ —— 。 

タイ チャル あね らっぱ 

台 察 児 は 居 崩れて、 嫂に 弔意 を 表する。 喇叭の 

音 は 刻々 遠の き、 消えん としてい る。 露台の 外、 

遙 かなる 抗愛 山脈の 山峡に、 成 吉思汗 軍の 白い 

なぴ 

旗印が 九 本、 ひらひら 靡いて 登って 行く のが 小 

さく 見える。 幕。 
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